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第十八回那覇市議會（定例會）




亊務顛末




招集延期通知　一九五七．三．二

招集告示　一九五七．三．二三

會期　八日間

開催年月日　自一九五七．三．二六　至一九五七．四．二




――― ○ ―――




一、本會議第一日目　一九五七．三．二六　午前　時　分　　午後　時　分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五七．三．二六　午後　時

全員協議會　於會議室

協議亊項




１、假橋（中之橋人道橋　前島人道橋）架設工亊に関し議決前の承認について

承認（議長からその旨建設部長へ口頭傳達）

２、那覇都市計画の地域指定変更方陳情の措置について

本件に関しては議會選出の都市計画審議委員間において協議し、早速都計審議委員會開催方要請の上その處理につき申込む様にする、と同時に議會からも要望決議を同委員會宛送付することに決定した。




――― ○ ―――




自　一九五七．三．二七　　至　一九五七．三．二八　議案研究のため休會




――― ○ ―――




二、本會議第二日目　一九五七．三．二九　午前　時　分　　午後　時　分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

自、一九五七．三．三〇　至、一九五七．四．一　三日間休會

――― ○ ―――

三　本會議第三日目

付議亊件なく閉會

――― ○ ―――

四、亊務處理

１、市町村自治法第十三條の規定による條例その他送付

議案第二号乃至第六號及び議案十号

一九五七．三．三〇　那議発第一八号にて市長　宛

２、市町村自治法第百七十條の規定による豫算送付

議案第七、八、九號

一九五七．三．二九　那議発第六の二号にて市長　宛

３、會議結果報告

一九五七　起案

一九五七　決裁

一九五七　送付





議長用




第十八回那覇市議會（定例會）日程計画表
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控

第十八回那覇市議會（定例會）日程計画表
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那議第　號

一九五七年六月一八日

議長名

行政主席　那覇市長　宛

議会の結果報告について

一九五七年三月二六日開催の第十八回那覇市議会（定例会）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告致します。





第十八回那覇市議会（定例会）会議録

一九五六年三月二十六日（火曜日）午前十時三十五分開会

――― ○ ―――

◯市長（瀬長亀次郎）

三月の定例市会を招集するに当りまして御挨拶申上げます。今日三月定例市会を招集致しました所、お忙しい中にも拘わりませず皆さん御出席下さいまして市長として感謝申上げます。議案は御手許にお届けしてあります様に監査委員の承認の件その他提出議案としては八件程提出してあります。どうぞ市民の利益の為に慎重御審議下さいます様お願い申上げまして挨拶に替えます。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

本日の出席二十八人缺席二人でありまして議会は成立致しております。

本日をもって第十八回那覇市議会定例会を開会致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

諸般の報告に入る前に首里、小禄両支所長の紹介並に挨拶があります。

◯総務部長（幸喜克彰君）

今度小禄支所長、首里支所長の缺員がございましたので小禄支所長に松根稔君が発令になりましたどうぞ宜敷くお願い致します。松根君の経歴を簡單に申上げますと云うと松根君は一九三五年に台北帝大林学部を卒業しておりますがその後台湾で専ら技術方面の主任として活躍し沖縄に帰って来ましてから農林省の林野局長更に那覇市の復興課長等を勤務して今日に至っております。宜敷くお願い致します。

◯小禄支所長（松根稔君）

三月二十日付で小禄支所勤務を命ぜられました松根であります。今後市民の為の公僕として誠心誠意職務に邁進したいと思いますのでどうか宜敷く御指導御鞭達の程お願い致します。

◯総務部長（幸喜克彰君）

次は首里支所長の国場幸太郎君でございます。国場幸太郎君の経歴は五高を卒業し一九五三年東京大学の経済部を卒業後、宮崎の中学校の教諭に任命されましてその後沖縄に帰って参りましてから水産関係の会社に勤務致しまして今日に至っております。宜敷くお願い致します。

◯首里支所長（国場幸太郎君）

只今御紹介頂きました国場であります。三月二十日付で小禄支所長と一緒に首里支所長に任命されましたこれからは皆さんの御指導御鞭達を受けまして公僕として私心を捨て一生懸命働きたいと思います。宜敷くお願い致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

本日宮古下地町議会議長の下里芳蔵氏議員の上地玄徳、川満晴栄、下地明良、池村太郎、議会書記の砂川明正氏の方々が行政視察にお見えになって本日我々の本会議に当りまして見学に見えておられますので拍手をもって歓迎の意を表したいと思います。

（拍手）

◯宮古下地町議会議長（下里芳蔵君）

只今御紹介に預りました下地町議会議長の下里であります。我々は毎年議会の方から五名宛中央の行政研修に参りますがこの度は私が団長として行政研修に参ったのであります。本日はこう云った那覇市の本会議に於きまして御紹介に預りました事は我々にとっては千載一遇の好機と思います。どうか議会の皆様には建設的意見を出して貰って市民の福利増進を図って戴き又我々もこれを勉強して帰って自分の町の短所を是正し長所を取って大いに復興し沖縄から遠隔の地にある離島も時代に遅れない様にやりたいと思っております。今後とも宜敷くお願い致します。

（拍手）

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

諸般の報告を申上げます。本年二月二十八日付那覇市監査委員から課長宛に一九五七年度一月分一般会計並びに特別会計の例月出納檢査報告書の提出がありました本件に関してはその写を印刷の上、各位に配布致してありますからそれによって御了承願います。





那議第七の一号

一九五七年三月　日

那覇市議会議長

泉正重

議員各位

例月出納検査報告書送付について

那覇市監査委員から別紙写の通り一月分例月出納検査報告書の提出がありましたので送付致します。





例月出納検査報告書

二月十九日午後二時より那覇市出納課に於て一九五七年度一月分一般会計及特別会計水道事業、区画整理事業について会計検査を行い会計諸簿冊並に証憑書類點検致しました処、相違ありません。仍て左に概况を記し、別紙歳入歳出計算書添付御報告申上げます。

記

一、徴税状况（一月末現在）

市民税　調定に対し二七・七％

固定資産税　調定に対し二七・五％

事業税（隨時法人）　調定に対し九九％

不動産取得税　調定に対し九七・八％

興行税　調定に対し四一・九％　其他

計　調定に対し三六・三％

例年に比し徴収成績遜色なし

一、現金在高

別紙の通り帳簿残と相違無し

只遺憾に思うのは先月も注意した通り現金一五二五万円余りの手持保管の点にて早急預金に繰入れ出来る様、是正方御考慮願う。

一、科目別振分け及予算対実算について

科目別予算に対し適正に振分け支出されているが予算に対する執行について人事関係主事級予算十七名、実算十三名で以前から存置してない侭の課が労務課、出納課、衛生課、戸籍課、区画整理課、首里支所六ヶ所にて（総務課は定員より二名超過）経費節減の点からは成る可く人員を減らす可きと思われるが、業務上必要とあれば実状検討の上、予算との関係もあり御一考願い度い。

一、其の他適正に処理され不正等なし。

一九五七年二月二十八日

那覇市監査委員　儀武息睦

那覇市監査委員　中山興忠

那覇市議会議長

泉正重殿





１９５７年度　一般会計　一月分　Ｎｏ．１
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１９５７年度　一般会計　一月分　Ｎｏ．２
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１９５７年度　一般会計　１月分
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１９５７年度　水道事業特別会計　１月分
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１９５７年度　水道事業特別会計　１月分
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１９５７年度　区画整理事業特別会計　１月分
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１９５７年度　区画整理事業特別会計　１月分
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◯議長（泉正重君）

本月十八日付で那覇市当之蔵区一班四十六号永山政秀他百二十名から議長宛に四十号線道路舖装方に関して陳情書提出がありましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基きその寫しを印刷の上、各位に配付すると共に所管委員会にその審査を付託致しましたから御報告致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

本月二十五日付で那總々第一、〇一四号をもって市長から議長宛議案送附について公文が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――





那總々発第一〇一四号

一九五七年三月二十三日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

泉正重殿

議案送付について




今期議会（定例会）に付議すべき左記亊件を別紙の通り送付致します。

記

一、那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從亊する職員に関する條例

二、所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて

三、那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

四、専決處分について（報告）

五、一九五七年度那覇市歳入歳出追加豫算

六、豫算の項の金額の流用について（区画整理亊業特別会計）

七、一九五七年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出更正豫算

八、監査委員の選任同意を求めることについて

――― ○ ―――





◯議長（泉正重君）

今期議会の付議亊件につき説明又は質疑の為議長は市町村自治法第六十一条の規定に基き書面で説明者の出席要求を致しました所市長から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那總発第一〇三六号

一九五七年三月二十五日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

泉正重殿

説明者の出席について（通知）

今期議会（定例会）に付議される亊件につき説明のため次の者を出席させます

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
 

 
  	収入役
  	大湾政順
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	水道課長
  	東江誠忠
 




――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

書記をして議案その他を配付致させます

――― ○ ―――

（書記議案その他配付）

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上、御手許に配付致してありますので、それによって御報告に替えます





議事日程第六号

一九五七年三月二十六日（火）

午前十時開議


 
  	第一
  	今期議会の会議録署名人選挙
 

 
  	第二
  	今期議会の会期を定めること
 

 
  	第三
  	監査委員の選任同意を求めることについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第二号）
 

 
  	第四
  	那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從事する職員に関する条例
 

 
  	
  	（市長提出議案第三号）
 

 
  	第五
  	所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第四号）
 

 
  	第六
  	那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第五号）
 

 
  	第七
  	専決処分について
 

 
  	
  	（市長提出議案第六号）
 

 
  	第八
  	一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算
 

 
  	
  	（市長提出議案第七号）
 

 
  	第九
  	一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加更正予算
 

 
  	
  	（市長提出議案第八号）
 

 
  	第十
  	予算の項の金額流用について
 

 
  	
  	（市長提出議案第九号）
 

 
  	第十一
  	農業研究指導所移転先候補地除外方の陳情について
 

 
  	
  	（総務財政委員会審査報告）
 




――― ○ ―――





本日の会議に付した亊件


 
  	日程第一
  	今期議会の会議録署名人選挙
 

 
  	日程第二
  	今期議会の会期を定めること
 

 
  	日程第三
  	監査委員の選任同意を求めることについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第二号）
 

 
  	日程第四
  	那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從事する職員に関する条例
 

 
  	
  	（市長提出議案第三号）
 

 
  	日程第五
  	所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第四号）
 

 
  	日程第六
  	那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて
 

 
  	
  	（市長提出議案第五号）
 

 
  	日程第七
  	専決処分について
 

 
  	
  	（市長提出議案第六号）
 

 
  	日程第八
  	一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算
 

 
  	
  	（市長提出議案第七号）
 

 
  	日程第九
  	一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加更正予算
 

 
  	
  	（市長提出議案第八号）
 

 
  	日程第十
  	予算の項の金額流用について
 

 
  	
  	（市長提出議案第九号）
 

 
  	日程第十一
  	農業研究指導所移転先候補地除外方の陳情について
 

 
  	
  	（総務財政委員会審査報告）
 




――― ○ ―――





◯議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第一今期議会の会議録署名人選挙でありますが恒例によりまして選挙の煩を省畧し議長の指名に致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し今期議会の会議録署名人二人を議長から指名致します。十三番議員玉那覇有義君二十七番、渡口政行君御兩君にお願い致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

次日程第二の今期議会の会期を定める亊を議題と致しお諮り致します。議長から亊務局の腹案を申上げてそれに就いて御意見を伺うと云った方が手取り早いと思いますので左様御了承願います。本日は議案上程説明を聽取致しまして午後は全員協議会を持ち二十七日二十八日の両日は議案研究の為休会して金曜日及び土曜日に議案上程して質疑討論表決となっており亊務局と致しましては四日間と五日間と云う両案もありますがそれに就いて御意見を伺いたいと思います。

◯議長（泉正重君）

では二日程を議案研究と致しまして金曜日に質疑討論、表決と云う亊にして会期を四日間と致しますか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯島袋嘉順君

今日午前中は当局の議案の説明を聞くと云う亊になっておりますが議案の内容に就きましては申上げる迄もありませんが殊更に總務財政委員会、建設委員会、文教厚生労務委員会に付託する迄もないと思いますので又二十七日、二十八日の二日間は議案研究と云う風にやられている様でありますがそれに就いては他に何か理由がございますか

◯議長（泉正重君）

別段委員会付託にすると云う意味ではありませんが金曜日の質疑討論表決をもっと簡潔にやって行くには一応二日間の皆さんの御意見を調整した方が良いと云った様な考え方であります。

◯真栄田義晃君

議案の中には可決を急がなくてはならないものがあると云うのは久茂川安里川の架橋に就いて教育委員会の方ではあの架橋が出来ない為に開校する訳には行かないと云う風に那覇市の成り行きを注意しておりますので是を急ぐ為に一応会期は五日以内としてありますが二日間は議案研究の為にやるとしても会期を四日間として特別の亊情があれば改めて会期を延長すると云う亊にして四日と云う亊にしてはどうでありますか

◯議長（泉正重君）

十六番議員（真栄田義晃君）仰言る架橋の亊に就きましては先程も申上げました通り午後の全員協議会で十分に話合いたいと思います。

◯議長（泉正重君）

ではお諮り致します。只今の十六番議員（真栄田義晃君）の御意見通り今期議会の会期を四日間に可決致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し今期議会の会期を四日間と可決致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第三監査委員の選任同意を求めることについて、市長提出議案第二号を議題と致します。





議案第二号

監査委員の選任同意を求めることについて

右の議案を提出する

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

監査委員の選任同意を求めることについて

左記の者を監査委員に選任したいので議会の同意を求める。

記

那覇市字松尾　七番地　中山興忠

（説明）

学識経験を有する者の中から選任された監査委員が任期滿了となったので市町村自治法第百三十一条第一項の規定により本案を提出する。





履歴書

本籍地　那覇市高橋町一丁目二十番地

現住所　那覇市十区十一組（字松尾七番地）

故興和　長男

中山興忠

一九〇六年八月六日生

経歴


 
  	一九二五年三月
  	那覇市立商業学校卒業
 

 
  	一九二五年十月
  	沖縄製糖株式会社入社
 

 
  	一九四二年十月
  	右同本社会計課長に任ぜられる（終戰に至る）
 

 
  	一九四六年四月
  	糸満市役所労務課主任として採用さる
 

 
  	一九四六年六月
  	糸満町役場庶務課長に任ぜらる
 

 
  	一九四七年二月
  	糸満町役場依願退職
 

 
  	一九四七年二月
  	沖縄群島政府商務部貿易課長として採用さる
 

 
  	一九四八年六月三十日
  	右同依願退職
 

 
  	一九四八年七月一日
  	那覇鋳物株式会社社長に就任
 

 
  	一九五〇年三月三十一日
  	那覇市監査委員に任命さる
 

 
  	一九五三年
  	那覇鋳物株式会社解散により社長辞任
 

 
  	一九五二年九月
  	沖縄製糖株式会社設立により取締役就任今日に至る
 

 
  	一九五三年三月
  	沖縄配電株式会社設立により監査役となり今日に至る
 




右の通り相違ありません

一九五七年三月二十二日

右　中山興忠





◯議長（泉正重君）

本案の提案趣旨説明を求めます。

◯総務部長（幸喜克彰君）

議案第二号について提案理由を御説明申上げます。那覇市の監査委員は規定によって二人と云う亊になっておりますが学識経験を有する者の中から選任された中山興忠氏の任期が満了致しましたので市の方と致しましても色々人物について選考の結果、中山興忠氏が最も適任であると云う風に考えましたので御同意を求めている訳でございます。中山興忠氏の経歴につきましては既に御承知の亊とも存じますけれども念の為印刷して別紙に添付してございますのでそれによって御了承願います。宜敷くお願い致します。

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

次日程第四那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら従亊する職員に関する条例、市長提出議案第三号を議題と致します。





議案第四号

所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて

右の議案を提出する

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて

安里川改修工事に伴い造成された左記公有水面埋立地を那覇市の行政区域に編入する

記

前島町一丁目地先公有水面埋立地　二、〇八〇坪四合四勺

前島町二丁目地先公有水面埋立地　二、三九一坪八合一勺

計　　　四、四七二坪二合五勺




説明　市町村自治法第三条第三項の規定により本案を提出する





[image: 画像]





議案第五号

那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

右の議案を提出する

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

前島町の区域を次の公有水面埋立地を含めて同町の区域とする

一、前島町一丁目地先公有水面埋立地　二、〇八〇坪四合四勺

二、前島町二丁目地先公有水面埋立地　二、三九一坪八合一勺

計　　　　四、四七二坪二合五勺




説明　市町村自治法第六条の二第一項の規定により本案を提出する
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議案第六号

専決處分について

市条例市有財産の取得管理及び處分条例第二十条第一項第六号により安里川埋立地（南岸）の賣却處分の隨意契約について議会の議決を経べきところ復金融資停止により、当面の債務執行及び市債償還に充てるため市町村自治法第百十四条の規定により、別紙の通り専決處分したので同条第二項の規定により市議会に報告し、その承認を求める

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎
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○議長（泉正重君）

提案趣旨の説明を求めます。

○総務部長（幸喜克彰君）

議案第三号につきまして提案理由の説明を申上げます。那覇市職員労働組合は確か昨年の八月頃・・・・・・・

○議長（泉正重君）

只今九番議員（喜瀬康一君）出席致しております。

○総務部長（幸喜克彰君）

と思います。この職員組合の健全なる発達は雇傭者も被雇傭者もともに好ましい亊でございましてこの組合の発達の為には専從職員を置いても宜敷いと云う亊になっておりますので是は組合の方からも再三の要望もございまして那覇市職員の中から適当な者を組合亊務担当の専從職員を置いて貰いたいと云う要望がございましたが然しこれについての条例が未だ制定されておりませんので今度条例を制定致しまして専從職員を配置したいと云う考えでございます。この専從職員の勤務期間は一年と云う亊になっておりますがその専從期間中は俸給或いは賞与、その他何等の給与も与える亊は出来ない。労働組合の仕亊に携っている間は組合側の負担と云う亊になっておりますので所謂財政の面からも市の方とは何等の関係もございませんので今度条例を制定致しまして那覇市職員組合の健全なる発達の為職員を配置したいと思います。どうぞ宜敷く御審議の程をお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第五所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて市長提出議案第四号、日程第六那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて市長提出議案第五号、日程第七専決処分について市長提出議案第六号は何れも相関連致しますので一括議題と致します。





議案第三号

那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從亊する職員に関する条例

右の議案を別紙のとおり提出する。

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

（説明）

労働組合法の精神に則り本市職員団体の育成に資するため那覇市職員の服務規律に関する条例の特例を設ける必要があるので本案を提出します。





那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從亊する職員に関する条例

（この条例の目的）

第一条　この条例は労働組合法（一九五三年立法第四十二号）第一条の趣旨にそい結成された職員団体の業務にもっぱら從亊する職員に関し必要な亊項を定めることを目的とする。

（専從休暇とその期間）

第二条　市長は職員に対しその申出により公務に支障がない限りその代表者又は役員に職員団体の業務にもっぱら從亊するための休暇（以下「専從休暇」という）を与えることができる。

２、前項の専從休暇の期間は一日を單位とし一年をこえない範囲内で定める。この場合において専從休暇が滿了したときは市長は更に専從休暇を与えることができる。

（専從休暇の効果）

第三条　専從休暇を与えられた職員は専從休暇の期間中は職務に専念する義務を免ぜられるとともに職務に從亊することができない。

２、専從休暇の期間中の職員には給料期末手当その他いかなる給与も支給されない。

（専從休暇の終了）

第四条　左に掲げる場合においては専從休暇は終了するものとする。

一　専從休暇の期間が滿了した場合

二　専從休暇の滿了前においてその職員が市長の許可を得て職務に復帰した場合

三　専從休暇を与えられた亊由が消滅した場合

（専從休暇中の職員の分限）

第五条　職員は専從休暇の期間中においてもその職を保有し、その期間の終了とともにその職務に復帰する権利を有する。

（専從休暇の取消）

第六条　市長は専從休暇を与えられた職員がこの条例の規定に違反した場合にはその専從休暇を取消すことができる。




附則

この条例は公布の日から施行する。





○議長（泉正重君）

当局の提案趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第四号議案第五号議案第六号は関連致しますので引続いて御説明申上げます。先ず議案第四号について説明申上げます。本案は安里川改修工亊に並行して行った前島町地先公有水面の埋立が昨年十二月に工亊完了致しまして民政府に対し該工亊の竣工檢査及び竣工認可申請を為し本年一月三日是が認可となりましたので是を那覇市の行政区域に編入する訳であります。尚本案は市町村自治法第三条に基いて議会の議決を経ましてから行政主席に申請致し立法院の議決を得て主席の告示によって完全に行政区域編入が確定する訳であります。宜敷くお願い致します。議案第五号を御説明申上げます。是は議案第四号で那覇市行政区域に編入になりますれば議案第五号で以ちまして更に具体的に前島町の区域とするのであります。尚町の区域変更は議会の議決を経て定め行政主席に届出、告示によって確定するのであります。宜敷く御審議下さいます様にお願い致します。議案第六号につきましては御説明申上げます。本案は只今説明致しました埋立地の売却に関する専決処分の報告となっております。この埋立地の売却処分に就きましては去年の六月の定例議会に於きまして議決を得たのでありますがその処分の方法は市有財産の管理及び処分条例第二条第六号によって隨意契約で売却する場合は議会の同意を得なければならなかったのでありますが当時復金融資並びに軍補助金更に一般資金が總て凍結され財政上非常な亊態にあったのであります。即ち当面の債務の履行、市債の償還が憂慮されたのであります。そこで財政資金の調達が極めて急を要したので止むを得ず前述の専決処分によって措置し亊態を切り抜けたのであります。宜敷く御審議の程お願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第八、一九五七年那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第七号を議題と致します。





議案第７号　１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算

歳入
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歳出
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○議長（泉正重君）

当局の提案趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

今回の追加予算は萬止むを得ざる企業面丈を取上げて追加してあります。その追加總額は百万二千四百七十六円その主なる使途は二款の一項二目の旅費是は統計職員に対する政府補助金によるものでありまして右から入れて左に出すと云うものであります。結局政府補助金でその額が四千二百三十円それから二款七項の二目退職給與金に四十万円追加してありますのは義務経費でありまして停年に該当する者十三名の人員がありますのでその退職給與金として四十万円の追加をみております。次四款一項四目是は先の議会で提案致しました人道橋でありまして是は前島中之橋で十六万二千五百円の追加を見ております。それから五款の五項一目は納骨堂維持費であります。兼ねて可決になりました納骨堂は真和志の靈園敷地に半ヶ年以内に移す予定であったためその所要経費を半年分は計上致しましたがその残りは計上してなかったので又当分の間、是を移す見込みがありませんのでその賃貸料と光熱水費で合計九万一千二十円を今回追加計上してあります。次八款四項一目屠場管理費是は最近屠殺が多くなりましたので必然的に水の使用も多くなり三万百二十円追加致してあります。それから九款二項七目農業振興費是は交付金でありますので全部政府補助金で金額は二十万二千八百円是も要するに右から受けて左へ出すと云う様な物であります。次十三款七項の一目、二目の追加合計十一万一千八百六円でありますが是は市の各種負担金と土地を守る会の補助金で合計十一万一千八百六円を追加計上してあります。そしてその歳入財源を何處から求めたかと申しますと歳入の六款一項四目の屠場使用料十四万円これは既に予算を超過しております。それから七款二項の政府補助金これが二十万七千三十円それから十一款三項三目税の延滯金是も既に超過しておりますので六十五万五千四百四十六円で歳入合計百万二千四百七十六円で以上の所から財源を求めております。一頁の歳入十四万円は先申上げました通り屠場の使用料から財源を求めております。それから二頁是は七款の二項の四目、五目、八目、九目、十三目、二十目、二十一目、二十二目、二十三目に亘る是等は補助金で二十万七千三十円の追加であります。三頁十一款三項三目延滯金是が六十五万五千四百四十六円の追加で歳入合計百万二千四百七十六円であります。歳出二款の一項二目職員費でありますが是は統計職員の旅費四千二百三十円是も政府補助金であります。それと七項の二目退職給与金四十万円追加して役所費合計四十万四千二百三十円の追加であります。五頁土木費これは一項四目橋梁新設改良費の十六万二千五百円追加してあります。是は中之橋前島の人道橋であります。それから六頁の五款五項一目納骨堂維持費で九万一千二十円の追加であります。七頁八款四項一目の管理費に三万百二十円の追加、第八頁九款二項七目の農業振興費に二十万二千八百円追加してあります。九頁十三款七項一目の負担金に八万六千八百六円それから二目の補助金に二万五千円これ丈追加して歳入歳出百万二千四百七十六円の追加であります。宜敷御審議の程をお願い致します。

○建設部長（安次富長昌君）

只今財政部長から説明がございました五頁の四款土木費の一項四目橋梁新設改良費十六万二千五百円と云うのが追加になっている訳でございますがこの方は去った二月の議会に出した訳でありますがその當時は否決になったのであります。然し乍らその後学校の関係で非常に困りまして折角、前島小学校は出来たものの橋がなければ開校が出来ないと云った様な亊になりまして何とかして早く学校を開校させようと云った様な考え方から更に今度提案した訳であります。この方は中之橋人道橋、前島人道橋と二つになっておりまして一応前の臨時議会で否決になったものを期成会の方でやろうと云うので政府に認可を申請致しました所が橋が粗雑であり從って暴風・大雨の際は危險であると云った觀点から実にならなかった訳であります。然し向うをその侭にすれば学校として開校が出来ませんので何とか是をもう一遍議会にお願いして開校出来る様にやろうと云った考え方でこの亊に就きましては政府工務交通局長と土木課長と話合いまして私が感じ取った亊から申上げますと期成会が架ける橋は粗雑であり架橋した後の責任者がいないと云った様な亊になるのではないかと云う様に私は解釋しております。それで市がやるならば大丈夫でありその責任も市が持つから宜敷しいと云う亊で是が同意可決になりますならば市で工亊をやり乍らでも認可申請をやっても良いと云う所迄話合いを付けてある訳であります。それから五款五項の一目納骨堂維持費でありますが是が九万一千二十円の追加になっております。是は最初十二月迄には納骨堂を作って現在の奥武山の納骨堂を移転するという予定で職員が隨分駈け廻って靈園の敷地購入に努力したその結果一部は購入致しましたがその後情勢の変化を来しまして良まく行っていない訳でございます。そこで六月迄には何とか納骨堂を作ろうと云った考え方から六月迄の借家料それに光熱水費を含めて九万一千二十円と云う追加をお願いした訳であります。宜敷くお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第九、一九五七年度那覇市水道亊業特別会計歳入歳出追加更生予算、市長提出議案第八号を議題と致します。





議案第８号　１９５７年度那覇市水道事業特別会計才入才出追加更正予算

[image: 画像]





才出
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○議長（泉正重君）

当局の提案趣旨説明を求めます。

○建設部長（安次富長昌君）

一九五七年度那覇市水道亊業特別会計才入才出追加更正予算案について御説明申上げます。本追加更正予算案は本年度前半期におきまして既に本年度の目標予定栓数を突破するという状況に鑑み、この新亊態に適合するため編成致しました。即ち急激な水道亊業の規模拡大により維持経営に要する費用も増大せざるを得なくなり又需要者への給水を円滑にするため諸設備の整備拡充を図らねばならなくなったのであります。勿論急速な需要栓数の増加に応え給水人口の増加を推進するためには恒久的水源施設の実現をはかるという亊が根本問題でありますがそれに加えて旧那覇を中心とした広大な給水区域への完全給水を行うべく建設拡張工亊も実施せねばならずそれには莫大な資金を必要とするのでありますが現情勢の下にこれが解決には自己資金のみを以ては到底望めないのであります。そこで現在給水可能区域への給水を促進すると共に応急措置として臨時水源の施設を早急に実現しより拡大された現態勢の維持管理の合理化を図るべく努めております。最初に申上げました通り本年度前半期に於て当初予定栓数六、一四二栓を突破一九五七年一月末現在の栓数は、六、三七七栓となっておりますので新規の予定目標栓数を六、八七七栓と見積り計上致しました。しかしこれはあくまで健全財政を見込んでの数字でありまして実際はこの数字を相当上廻るものと予想されるのであります。水道亊業の収入源の主なるものは水道使用料でありまして当初予定栓数と新規予定栓数との差七三五栓の収入増が本追加更正予算の主なる財源となっております。では才入面より款を追うて御説明致します。先ず水道使用料が貳百五拾万円余、量水器使用料が参万八千円余の増加水道手数料即ち督促手数料の実績が七千五百円で計即ち営業収益が弐百五拾四万七千円余の増加となっております。附帶亊業収益においては二月より六月迄の増加件数を五百件として給水工亊費弐拾五万円、設計手数料弐万五千円、檢査手数料を拾弐万円余と夫々計上、計参拾九万五千円余を追加致しました。営業外収益の追加額四万九千円余の内訳は延滯金壱万七千余円過料弐千円、雑入これは弁償金でありますが弐万九千円余で実績により計上致しましたその他貯蔵品売却代金拾参万九千円余の減は当初予算に於てスクラップ売却代に計上すべきものを貯藏品売却代に誤り計上致しましたのでその額を組替えたものであります。以上追加更正額は弐百九拾九萬弐千円で才入合計は五千九百八拾四万五千四百七拾壱円であります。次に才出面を御説明致しますと第一款水道亊業費は百四拾五万八千六百円追加計上致しました。即ち経営費中、淨水費が七拾七万円余、附帶亊業費中、給水工亊費が四拾六万円余　一般管理費中、總係費が弐拾壱万円余であります。淨水費の主なるものは材料費の五拾九万九千五百円でありますがこれは軍より補給を受けた水の代価として軍へ納入する薬品硫酸アルミニウムの購入代でありまして一月より四月迄の補給水を参千九百参拾八万弐千ガロンと予想致しましてその不足の五拾五屯分を計上致しました。その他給水量の増加による牧港及び淨水場の動力費の増加分拾弐万円、機械修繕費を五万円、軍へ薬品納入のためトラック借上料を五千百円夫々追加致しました。給水工亊費としましては増加件数五百栓を目標としてそれに要する材料費、消耗品費の不足分を計上してあります。即ち亊務消耗品費七千円、資材費四拾五万壱千参百円でその他車輌修繕費壱万円となっております。總係費におきましては東京都水道局へ派遣する研修職員三名分の旅費として九万円、水道使用料の徴集を円滑にするための告知書配布の傭人賃金として弐万壱千円、亊務関係臨時傭員賃金四万八千円を第二款第一項中、水源涵養費の賃金より繰入れました。その他亊務用消耗品費四万弐千七百円、告知書印刷費四千円、車輌修繕費壱万円を夫々追加致しました。第二款建設改良費は合計壱百五拾参万参千四百円の追加更正となっていますがこれを目別に見ますと資産購入費が壱百五拾五万円余、水源調査費が弐万八千円余、夫々追加されその他組替えのため水源涵養費は弐百六拾四万八千円減額、新たに水源開発費を設置して弐百六拾万円繰り入れました。資産購入費は先ず給水栓数の増加により手持量水器に不足を来たしますのでその不足額として六拾七万壱千円計上、機械購入費として八拾八万壱千六百円、即ち泊淨水場の機械購入費拾五万円、儀保及び壺川臨時水源用塩素滅菌機購入費七万円、水源探査用ボーリング機購入費は水源地測量調査のための旅費として弐万八千八百円計上致しました。水源涵養費は先に説明しました通り亊務関係臨傭員賃金として一般管理費へ計上のため四万八千円新設費目、水源開発費中施設費へ組み替えのため弐百六拾万円、夫々減額致しました。水源開発費を新しく設けましたのは水源涵養費と申しますのは既設水源地の涵養を目的とする植林、柵工亊等に使用されるもので新水源地開発のための施設費等は水源涵養費には含むべきではないと解釈するのが妥当だと思料されますので当初予算に於ける新水源地開発のための施設費を該当する新費目即ち水源開発費を設置した上、繰入れ計上した訳であります。以上、追加更正額弐百九拾九万弐千円で才出合計は五千九百八拾四萬五千四百七拾壱円也、才入才出差引残高なし以上簡單に御説明申上げました。よろしく御審議の程、お願い申上げます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十予算の項の金額流用について市長提出議案第九号を議題と致します。





議案第九号

予算の項の金額流用について

右の議案を提出する。

一九五七年三月二十六日

提出者　那覇市長　瀬長亀次郎

予算の項の金額流用について

一九五七年度那覇市土地區画整理亊業特別会計歳入歳出予算歳出第一款區画整理費中、左記の通り項の金額を流用する。

記

一、流用により減額する項及び金額　第二項　亊業費△二〇九、八七五円

一、流用により増額する項及び金額　第一項　職員費　一〇九、八七五円

第三項　営繕費　一〇〇、〇〇〇円

（説明）

市町村自治法施行規則第七十八条第二項の規定に基き、本案を提出する。





参考資料
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○議長（泉正重君）

当局提案趣旨説明を求めます。

○建設部長（安次富長昌君）

第一款区画整理費第二項亊業費より二〇九、八七五円を減じ第一項職員費へ一〇九、八七五円第三項営繕費へ一〇〇、〇〇〇円を流用計上してあります。流用額の内訳は第一項職員費の一〇九、八七五円の内傭員賃金の不足分として一〇〇、八〇〇円光熱水費の不足分として九、〇七五円をそれぞれ計上したのであります。又第三項営繕費に一〇〇、〇〇〇円を計上してありますが此れは現在使用中である区画整理課亊務所の雨漏れが非道い為早急に此れの改修をすべく其の不足分として計上したのであります。本案は市町村自治法施行規則第七十八条第二項の「予算に定めた各項の金額は市町村議会の議決を経てこれを流用することが出来る」との規則に基き提案した訳であります。尚亊業費は中目の流用は七、八四五、三四一円で道路及整地費を減じ清算亊務費及建物移転費に流用してありますが法的には関係がありませんので御報告致して置きます。宜敷く御審議の程お願い致します。

○議長（泉正重君）

以上以ちまして市長提出議案の説明が終りました。では次日程第十一農業研究指導所移転先候補地除外方の陳情についてを議題と致し總務財政委員会に於ける審査経過の報告を求めます。

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十一の崎山区民より提出に係る農業研究指導所移転先候補地除外方の陳情について当委員会に於けるその後の審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本陳情につきましては去る二月四日開催の臨時議会に於いてその概畧について中間報告を申上げました通り当委員会に於ける審査方針に隨い折衝員の折衝経過に次いで地主及び小作人代表の意見を聴したのであります。是を簡潔に申し上げますと折衝員に於いては政府の具体的計画内容が明示されて居ない為に本格的折衝を行って居ないとの亊であり一方地主及び小作人代表の意見と致しましては仮に代替地があるにしても農業経営の必須条件たる水利、耐風地形、耕地、距離等から考えた場合、現在地に比較してそれは單なる代替地であって現在地に匹敵する代替地を他に求める亊は絶対に不可能であり况や農業経営の要素たる有畜農業を兼業するに於いて是が経営は困難である。從って吾々は絶対に承服出来ないと斯様に強硬なる態度を表明して居るのであります。處で当委員会と致しましては既定の審査方針に隨いまして最終段階として政府の具体的計画内容を聴取すべく去る二月二十二日午後二時半委員会を開催委員六名出席の下に政府経済局長、同次長、試験場長及び当局主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります。審査に当り当委員会に於ける現在迄の審査経過を説明の上、是に対する政府当局、その後の地主並びに小作人との折衝経過並びに買収、補償、代替地問題等、具体的計画内容につき説明を聴したのであります。説明の要旨を總括して簡單に申上げますと政府に於いてはその極力折衝の結果、これ迄買収に賛成する地主が十三名であったのに対し現在合計約二万坪を所有する地主十八名が賛成して居り除々に政府の眞意が通じ遂日好転しつつある最中にあって折角努力中であるが最近に至り不可解にも小作人によって現地に立入る亊を拒否せられ調査折衝も意の如く進まず一頓挫を来たして居る状態であり全く心外の至りであるが専ら小作人の良識に待つ外なく、目下静観をして居るが地主中には未だ買収に賛成する者も相当居る様子であり、ひたすら小作人との軋轢に因る所謂村八分の圧力を惧れ、止むなく口を噤まざるを得ない模様であって誠に遺憾に思う次第であるが政府としては從来の既定方針は変える亊なく買収、補償、或いは代替地の問題について十分話合い双方納得づくの契約をして行きたいと考える。

唯之が裏付となる予算措置について遺憾乍ら具体的に発表する段階に至って居ないが大体に於いて或る程度の了解も得て居るので移住資金より三千万円を見積り、目下民政府に支出許可を申請しその令達を待って居る次第であり買収、移転、補償その他について只今皆さんの御手許に配付致してあります買収に関する基本方針六項目に則り十分納得行く様な予算措置を講じたいと考えると以上の様な説明があり本問題に対する政府の意向は十分伺い得るのでありますが何れにせよ買収方針六項目の実現は数字的予算の裏付の無い限り、当委員会としても即座に結論づける訳に参らぬのであります。仍って一應審査の慎重を期する意味に於いて次回に於いて現場視察を行うことに決し審議未了の侭次回に持越し次いで二月二十四日午後二時委員会を開催委員六名の出席を得て直ちに現場視察を行い帰途、陳情者の懇請に依り崎山倶楽部に於いてその意見を聴することに致したのであります。その意見の要旨を簡單に申上げますと政府に於いては今後強制的折衝は責任を持って取締り今後の折衝については代表者立会の下に行い、それに依って関係の多数が尚反対とあれば試験場の在り方について再検討をするとの意向を表明して居るとの亊であり一方我々は農業を天職としそれ以外何等の技能も無い。結局離農する亊は生活の根據を断ち切られることで亊は生活の根據を断ち切られることで我々に取っては正に死活問題である以上、如何なる好条件があるにせよ現農耕地に勝る土地はないと考えるので絶対に承服出来ない。反対理由については過日説明した通り種々あるが繰返しその主なる理由を云うなれば

一、適正補償とは一時的の損害補償であり永久的生活の補償ではない。

二、代替地となる現荒蕪地の状態は從来の農業経営から見て採算は取れない。尚同等級の代替地があると仮定してもその配分の公平は至難であり、結局農民相互の今日迄の融和を欠ぐ結果となり、好しく無い。

三、試験場の発表する新聞への報道は總て虚偽の報導であり、潜行的折衝は我々農耕者を無視した行動である。從って試験場側の買収方針たる六項目についても信頼は出来ない。

と以上の様な反対理由を述べ更に吾々農民が議会に陳情して居る所以は政府に対し買収或いは補償に対する仲介の労を取って貰う意味でなく飽く迄も該地を移転候補地から除外して貰うべく陳情を致して居ると云うのであります。結局陳情者としてこの土地に対する愛着は仮令、アメリカ合衆国と交換すると云っても徹頭徹尾反対であると斯様に強硬なる態度を表明致して居る次第であります。以上の状態から当委員会は双方対立の渦中にあって仮令之が政府の政策にしろ、陳情者の意志は又尊重すべきであり本陳情を採択するか不採択にするか之を簡單に結論づける場合に於いては種々デリケイトな問題が派生するのであり一應更に審査の慎重を期し次回に於いて全員の出席を得て審議をすべく審議をすべく審議未了の侭次回に持越すことに致したのであります。越えて三月十九日午後二時委員会を開催委員八名の出席を得て、その審査を行ったのであります。本件につきましては最早や論議も盡きて居り結局残された問題は本陳情を如何様に處理するかについてであります。即ち只今報告致しました通り陳情者は絶対反対を表明して居り今後の問題は政府の買収方針六項目について予算措置と相俟って如何様に地主及び小作人を説得し、実行に移すかが問題であって当委員会として是以上深入りすることは政府の政策に対する越権行為共なる訳であり、結局本問題は政府と現地関係者との今後の折衝に待つ外なく当分審議未了の侭今後の成行を見て更に審議すべきであるとの意見があり一方之に対し本陳情については既に各方面からの参考意見も聴取して居り一應委員会としての態度は闡明にすべきであって只双方の意見が不調なりと云うことで審議未了とすることは妥当でなく去った三月五日に三部落に於いては農民大会を開き、用地買収絶対反対を唱え、買収計画を再檢討せよと宣言決議迄致して居る現状からして委員会としても市民である地主及小作人の意見は飽く迄も尊重し一應採択の上政府に対し再檢討を促すと共に政府の政策を更に良い方向え仕向けるべく側面から推進すべきであるとの意見があり二説をめぐって活溌なる意見の開陳がなされたのであります。結論と致しまして本陳情につきましては一方的に處理することは妥当でなく更に慎重を期し今暫く亊態の推移を靜観することが穏当であるとの多数の意見により一應審議未了の侭、継続審査を行う亊に相成った次第であります。以上審査経過の中間報告を申上げ各位の御意見を拝聴の上審査の慎重も期したいと考えるのであります。

○議長（泉正重君）

只今の御報告について御意見がありましたら・・・・・・

○島袋嘉順君

今日の本会議に於ける会期決定に当りまして議長の方から本日二十六日は提案理由の説明聴取二十七日、二十八日は議案研究の為に休会して二十九日の本会議で諸議案の処理と云う御意見が出ておりましたが私もそれに賛成しております。それじゃ只今總務財政委員会で報告されました崎山区の農事試験場用地買収問題に対する陳情書の処理につきましては後二十七、二十八と二日間残っておりますのでこの二日間で只今副委員長の御報告を議員各位に御檢討願って二十九日の本会議で市会としての態度を決めて頂きたいと思います。と申しますのは只今の報告にもありました通り私達は少数意見者として本問題に対しては暫らく時期を見て結論を出すと云うよりも今迄の経過から見てある程度委員会としての態度は決めるべきではないかと云う少数意見を出しております。それにつきましては二十九日の本会議で少数意見を説明したいと思いますので一応本日の会議で是を採決して戴く亊は待って貰い次の本会議再開迄未だ二日間ありますのでもっと良く各位で檢討して貰いたいと思いますのでその点につきましてどうしても本日の会議で委員会の報告に基いて態度を決定するとすれば私達の方から少数意見の報告を是非させて載きたいと思いますので出来れば採決は二十九日に持越して載きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では本問題は總務財政委員会で二十七日、二十八日と継続審査を願いまして二十九日の本会議で是を上程して更に那覇市議会としての態度を決定すると斯う云う風に取扱って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○赤嶺慎英君

委員会の審査報告に対する只今の十二番議員（島袋嘉順君）の御意見でありますが本会期に於きましては市長の提出議案の審議でありまして委員会は委員会なりにこの陳情書を取扱って休会中と云えども継続審査をやると云う狙いでありまして本会期でこの問題の結論を出す時期ではないと思いますのでその心算で議亊を進行して戴きたいと思います。

○島袋嘉順君

私の申しますのはそう云う意味ではありません勿論只今の審査報告を受継ぎまして更に本会議で總務財政委員会にその審査が付託になると云う亊は私も知っておりますが結局態度は決まる訳であります。或いは二十九日の本会議でこの問題についてこれ以上審査する必要はないから市会としてこの陳情を採択するか不採択にするかもう一つは赤嶺委員の仰言る様に一応その成り行きを見て一応の目途がついてから本問題を再び取上げて審査を継続させると云う考え方もある訳でその二つのどちらを取るかと云う亊であります。

○赤嶺慎英君

只今の十二番議員（島袋嘉順君）の御意見は良く分かりました是も結局方法論でありますので本会議に於いて市長提出議案が總務財政委員会に付託される案件の如何によっては休会期間中も本問題を更に檢討して十二番議員（島袋嘉順君）の仰言る所の結論に迄持って行けると思いますが本問題は總務財政委員会獨自の立場で凡ゆる方面の参考人をお招きして意見聴取もやりましたが何等の結論も出ない現状に於いて本会期に於いて結論を出すと云う亊は難しいからと云う見解に立って先程お話し申上げた訳であります。それで只今の島袋議員の仰言る亊も方法論でありますのでそう云う風にお願い致します。

○議長（泉正重君）

只今の問題につきましては二十九日の本会議で改めてその態度を決定するとして二十七、二十八日の二日間で良く御檢討願いたいと思います。尚時間は十二時迄十五分ありますが五分程お諮りしたい亊がありますので休憩致します。

（午前十一時四十五分　休憩）

――― ○ ―――

（午前十一時五十二分　再開）

○議長（泉正重君）

では本会議を再開致します。本日の日程は全部終了致しましたので時間は少し早うございますが食事の為に休憩致しまして午後は協議会に移りたいと思います。それでは二十七日、二十八日は議案研究の為休会致しまして二十九日は午前十時から本会議を再開議案上程貭疑討論表決に入りたいと思います。本日はこれで散会致します。

（午前十一時五十三分　散会）

――― ○ ―――
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拾参番　玉那覇有義
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一九五七年三月二十九日午前十時四十二分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十九人缺席一人でありまして議会は成立致しております　缺席は大山盛幸議員が医師の診断書を添えて病缺届を出しております

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申上げる亊項が御座います　本月二十六日付那総総発第一〇五三号をもって市長から議長宛追加議案の送付について公文が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那総々発第一〇五三号

一九五七年三月二十六日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

泉正重殿

追加議案の送付について

今期議会に左記議案を追加提出したいので別紙の通り送付致します

記

一、市有財産の賣却處分について

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

書記をして追加議案を配布致させます

（書記追加議案その他配付）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ○ ―――





議事日程第七号

一九五七年三月二十九日（金）

午前十時開議

第一　監査委員の選任同意を求めることについて

（市長提出議案第二号）

第二　那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從事する職員に関する条例

（市長提出議案第三号）

第三　所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについて

（市長提出議案第四号）

第四　那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

（市長提出議案第五号）

第五　専決処分について

（市長提出議案第六号）

第六　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第七号）

第七　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第八号）

第八　予算の項の金額流用について

（市長提出議案第九号）

第九　市有財産の売却処分について

（市長提出議案第十号）

――― ○ ―――





本日の会議に付した亊件
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  	（八番議員発議）
 




――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります　日程第一監査員の選任同意を求めることについて市長提出議案第二号を議題と致しまして質疑に入ります

○高良清二君

本件につきましては只今選任されようとしております中山興忠氏は兼ねて当市の監査委員でもあり過去に於いて相当の功績もありますのでその侭同意したいと思いますので質疑討論を打切って直ぐ採決にして貰いたいと思います。

○議長（泉正重君）

では質疑討論を打切って表決に入りたいと思いますが御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決し直ちに採決致します。日程第一監査委員の選任同意を求めることについて市長提出議案第二号に御賛成の方は挙手願います。

○議長（泉正重君）

全員賛成であります依って本案は全会一致同意可決致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從亊する職員に関する条例市長提出議案第三号についてを議題と致しまして、質疑に入ります

○島袋嘉順君

市長提出議案第三号専從職員に関する議案の審議につきまして、市労働組合側からこの議案制定に関する要請或いはその他の希望等が若し市当局に参っておりましたら発表して戴きたいと思います　若しなければそれで宜敷ゆうございます

○総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します。只今の職員組合の専從職員を置く問題につきましては、豫て組合側の方からも要求がございましたので、研究中の所是は何と申しましても職員の身分に関する項であるため、条例に基かねば設置出来ませんので今度幸い本会議の方で承認になりますならば直ちに専從職員を設置致しまして組合の健全なる発達に資したいと考えております

◯比嘉朝四郎君

沖縄の合法的な労働組合で専從職員を置いている組合は何處何處でありますか、それとも那覇市をもって嚆矢と致しておるのでありますか。

◯総務部長（幸喜克彰君）

お答え致します。御承知の通り組合の育成について最も重要な問題は雇傭者と被雇傭者との間の労働協約を結ぶと云う亊が大きな要素になっておりますがこの要素の中に専從職員を買いて組合の亊務を担当させる。そうして労使協調の許に発達せしめると云う亊は琉球政府の方でも非常に力を注ぎまして是等に関する色々な通牒も参っており即ちこの協約を結ぶ亊によって沖縄の労働組合が伸びて行く様にと云う亊も指示されておりますので那覇市と致しましても他の組合には未だ適用されておりませんが是は良い亊でございますので今度那覇市で採用して条例を制定する訳であります　その点御了承願いたいと思います

◯比嘉朝四郎君

職員がその職務を兼務致した場合如何なる支障を来たすか総務部長にお訊ねします

◯総務部長（幸喜克彰君）

専從職員を置かなかった場合には所謂どう云う支障があるかと云う様な御質疑の様でございますがこの専從職員を置かなかった場合には即ち労働組合の誰かかその亊務を担当しなければなりません。そうなった場合勢い市の亊務ともカチ合いまして支障を来たす。然し乍ら専從職員を置いた場合は所謂市の財政面に於いてもそれ丈負担が軽くなります　是は組合側の負担によって専從職員を置く様になっておりますので色々の面から置いた方が市としても便利じゃないか、有利じゃないかと考えまして、今度専從職員を置きたいと考えております

◯比嘉朝四郎君

条例第二条に市長は職員に対しその申出によって公務に支障がない限り」と規定されておりますが公務に支障がない限り何名でも置いて良いと云う亊になるのでありますか。それとも労働組合の方ら何名と云う要求が出て来たのでありますか。

◯総務部長（幸喜克彰君）

この専從職員の員数の問題につきましては政府からその通牒も来てそれに明示されておりますがこの労働協約を作ります場合は斯う云う要旨の許に作れと云う通牒も参っておりそれによりますと組合の員数によって専從職員の人員も決まっておりますので那覇市の場合は少くとも専從職員三名位が適当ではないかと云う風に考えておりましたけれども組合側から直ちに三名を置くと云う亊は市の亊務にも支障を来たしまするし差し当り最小限度の一名を置いて貰いたいと云う要求もございますので今度一名を置く様に考えておる次第でございます

◯市長（瀬長亀次郎君）

今の説明に補足致します　労働組合に専從職員を置かなければならない基本的な原理は、労働組合は自主的に民主的な組合でなければならないと云う規定から生まれております。自主的な組合と云う亊は何を意味するかと云う亊を申上げますと、資本家並びに雇主是から物的援助を受けてはならないと云う亊であります　是を具体的に申上げますれば市の職員労働組合が若し専從職員を置かない場合はどうしても労働組合員であり公務員である市職員が公務をやり乍らこの労働組合の仕亊をやらなければいけない即ち月給を雇い主から取って実は労働組合の仕亊をやっておるということになります　これではいかないというのでこの労働組合の基本原則から生まれたのか、市専從職員であります。そういった意味で労働組合の専從職員は職員ではある。身分は保証されているが物的な援助即ち俸給手当一切のものは労働組合員で賄うだからその専從職員の員数もその組合が若く又弱い場合には組合員の問題が出て来ます。こちらの組合の実情をききましたら組合員が三十円でありますから組合員五名として、一万五千円しか組合としては賄なえなっとことであります。そこで三名ということになると一人どうしても月給五千円位い払わなければならないということになると一万五千円全部使う。そうなると組合の運営費、亊務費がないということになって来まして、結局組合の若さ強さそういうもので専從職員の数が決定されて行く　だからこちらの組合でもせいぜい一名という風な結論に達するのではないか　こういった実情でございます　それから合法的組合における専從職員はまだないときいておりますがこの前結成された昭和バスの從業員組合これは合法的には未だ許可にはなっておりませんがその組合自体で専從職員が置かれているということを聴いております。以上補足致します

◯議長（泉正重君）

他に質疑がなければ討論に移ります御意見ありませんか。

◯島袋嘉順君

本議案に関しましては市職員の方々が一致団結して組合を結成し、今回の議会に専従職員を置く条例の制定迄、要望されております　これにつきましては議員どなたにも異議ないと思います　更にこの専從職員に関する条例を足場にして市職員の方々が更に固く団結し、市当局との労働協約その他の身分保証の問題迄次々に制定されて、そして市職員としての勤労者としての権利と生活を守るために一生懸命に努力したいことを要望しております。議会もこの職員の要望に応えて総ゆる一切の努力を惜しまないと私は考えておりますので本議案につきましては全員一致してお決されんことを要望致します

◯議長（泉正重君）

では討論終結表決に入ります　お諮り致します　日程第二、市長提出議案の第三号那覇市職員の職員団体の業務にもっぱら從来する職員に関する条例については原案通り可決確定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ございませんので左様可決確定致します

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第三、市長提出議案第四号所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについてを議題と致し質疑に入ります

（「質疑なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯高良清二君

本案に出ております　安里川の埋立地の件でありますが　その反対側はどういう風な処理になっておるか、その点の御説明をお願い致します

◯財政部長（長嶺良松君）

反対側の方は竣工検査の届出とそれから認可申請中でありますので認可になってから処理致します

◯議長（泉正重君）

別に御質疑ないようでありますので質疑終結討論に入ります

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御意見ない様でありますので討論終結し、お諮り致します。日程第三市長提出議案の第三号所属未定地を那覇市の行政区域に編入することについては原案通り可決することに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って本案原案通り可決確定致します

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第四市長提出議案第五号那覇市行政区域の一部、町の区域を変更することについてを議題と致しまして、質疑に入ります。

（「質問なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯比嘉朝四郎君

埋立地の地番はどういう風に決めますか。

◯財政課長（比嘉良男君）

お答え致します　埋立地の地番についての御質疑でありますが是は現在前島町一丁目、二丁目となっており、町若しくはその名稱を変更しようとする場合は市町村長が市町村議会の議決を得まして是を定め行政主席に届出るということになっております。その点につきましては町の区域の変更ということで只今の御質疑については本案の處理を終ってからすることになっております

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

質疑を終結して討論に入りますが討論を省略し直ちに表決に付すことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました　お諮り致します。市長提出議案第五号那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについてを原案通り可決確定致す亊に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

異議ございませんので左様可決確定致します

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

日程第五、市長提出議案第六号専決処分についてを議題と致し質疑に入ります

◯宮里敏慶君

専決処分にしなければならない理由をもう一辺はっきり御説明願いたいその理由がはっきりしませんから先ずそれから説明して頂くようお願い致します

◯財政部長（長嶺良松君）

専決処分の理由を申上げます。十二月二十七日に総て起債、それから軍からの特別補助金それから市預金が琉球銀行凍結と云いましょうか、支払いが全然できないということになりましたので丁度その時は市には手持現金がありませんし、工亊は全部中止になりましたので市の方でも庁議を開きまして、その結果工亊は全部一時中止しようではないかということになりましたものの、請負者側からそういう資金の見通しのつかん工亊を何時迄中止した處でどうにもできないということで解約と申入れて来ました。又契約上から見ましても金が払えないから解約せざるを得ないということになり然らば解約すれば、どうすればよいかということになって結局工亊に関する彼是の支払いをしなければならないという處から丁度六月の当初予算におきまして安里川の埋立地は売っても宜しいというつまり予算化してありましたのでその支払いのために安里川の埋立地を売らうではないかということで売ったのがこの専決処分の理由であります。その当時の債務が大体の数字から申上げますれば三千万円程度の債務でありました、おまけに市には手持ちの現金がございませんでしたのでそれを売払って支払うということに決ったのであります。

◯宮里敏慶君

売却は何時なされた訳ですか。

◯財政課長（比嘉良男君）

お答え致します。売却は今年の一月三日であります

◯宮里敏慶君

全部ですか。

◯財政課長（比嘉良男君）

そうであります

◯宮里敏慶君

一月三日に全部ですか。

◯財政課長（比嘉良男君）

是につきまして只今の部長の御答弁に補足したいと思います。数字的に申上げますと一九五六年の十二月三十一日現在の債務総額が三千一百十三万円あった訳であります　その場合預金残が四千一百四十万円、そうなりました場合十二月三十一日に支払いましたたのは一千二百万円でありますが預金残の四千一百四十七万円から一千二百万円を差引まして尚二千九百四十七万円という預金の残はございましたが丁度大晦日に当りまして業者がどっと押し案せて来ましたのでどうしても一千三百万円丈は払わなければならなかった。結局三千一百十三万円の総額に対しまして一千二百万円を三十一日に一応払った訳であります　そうしますと一千九百十三万円という債務の残は以然としてあった訳でございますがこの時に一寸行詰ったと云う亊になりますが然らばこの一千九百十三万円の債務を如何にして払うかということになりますが市と致しましては、これに対して別に金もございませんでしたので非常に困っておった訳でございましたが越えて一月三日になりまして安里川の埋立地を売却して一千九百十三万円の債務に当てようということになり一月の三日にその土地を売却し、支払うことにいたしまして残りの一千二百万円は支払いした訳でございます　そうなりますと他にも七百十三万円位い残るわけでありますがこれは手持ち現金で大体処理したということになりますがいずれにしても十二月三十一日現在の三千一百十三万円という債務は大体に於いて一応処理されておるということになっております

◯宮里敏慶君

これは十二月二十七日にストップになり金がないからと云う亊で翌年一月三日に売却したということになっておりその期間が僅かに九日になっておりますがその間隨意契約は新聞広告かなにかに土地を売ると云う広告をなさったのですか。

買った人達がおりますが又どういう人達に売ったか、この人達にどういう風にして隨意契約をなさったか、これをお伺い致します

◯財政部長（長嶺良松君）

それはこうでありました。前市長の時からこの安里川の処理の問題につきましては各関係部課長が集って庁議を開き、そしてここは泊港に臨んだ處の那覇市の門戸であるという處から一号路線に対してはそれ相当立派に建設して貰うというような方々を招致して適当な値段で売るという風に豫々からこれは決っていた訳でございます。そういう訳でありましてそれから又これは実際からいえば公入札に付すべきでありますが今先課長からも申上げました様に年末における債務支拂いとそれから工亊の中止による處の債務を払わなければ後で又色んな問題が起って来ますので各関係部課長集ってそれを売って債務に当てたという様な恰好になっております

◯建設部長（安次富長昌君）

大体亊情は財政部長からお答えした通りでございますが建設部の立場から申上げますと一号線に面した地域に対しては出来る丈大きな立派な建物を造っていった方が都市美からしても最もいいという考え方ともう一つには旧市街地を発展させるにはどうしたらいいかといったような考え方から致しまして姫百合橋通りに現在営業をやっております處の金物商これが全部一個所に集りたいといったような希望がございましてそういった意味であればその業者が其所に来れば需要者もその一個所を廻れば總ての部品が手に入るということでありますのでこれも一つの都市復興のやり方であるといったような考え方で建設部と致しましても賛成した訳でございますのでこの埋立地の問題は竣工検査と認可と両方合せまして両岸を申請したのでありますが年末になりまして琉球政府から書類が戻って来て而もその理由もはっきりしないといったような状態になったのであります。十二月二十七日から金は取れない所謂支払いが出来ないといったような関係で財政部長と建設部長は非常に心配しまして琉銀を説きに行く主席に援助をお願いする。或いはバージャ民政官にお逢いすると言ったようなことで兎に角三十一日に一千二百万円を払ったのでありますが残りの部分に対する千何百万円といったような金額について支払いができないといったようなことになったのであります。それで一月二日財政部長と建設部長は朝から役所に出まして午前午后ともＵＳＣＡＲに認可の申請をお願いに行きまして漸く南岸丈の認可を考えて上げよう。その変り売った金は銀行に入れ、そして銀行にある金で支払いはさせるといったような話合いが出来たのであります。そこで二人は帰えりまして早速職員にいいつけ、書類を改めて作りそして書類の提出経路から行った場合には琉球政府を通じて出すべきものを時間がないのですぐＵＳＣＡＲの方に出して翌三日の午前九時に呼び出しがあり行って見ましたら君達の努力は実を結んで決裁ができた、喜んで呉れといったような返亊を受けたのでありますそれで二人とも喜んで役所へ飛んで帰り、それから後は財政部の方でその土地を売る努力をしまして金を琉銀に納めて、あれだけの工亊費の支払いをしたのであります

◯仲井真元楷君

私から申上げる迄もなく市当局は那覇市民の福祉のために、先ず第一義的に物を考えて処理して行くことであると思いますが姫百合橋通りの金物商が向うに移動したいということにつきましては、只今の建設部長の話しではその需要者にも便利であるといったようなことが分って一つに纏めたということでありますが姫百合橋通りは那覇市である部分と真和志市である部分と二つに分かれておりますがここに土地を求めた人たちは那覇市民で何名、真和志市の市民で何名であるか、それを明確にお示し願いたいそれから、その申込みをした、土地を得たいという方々が最初に申込んだ人が何名、これを確実に手に入れたか、何名尚又最大のものは坪数は一人で幾坪か、又最小は幾坪であるか、それから那覇市に姫百合橋通り以外にもこういった商売をしておられる方々がいらっしゃるがそういう金物商を一つに集めるというような場合には都市計画の上に立ってというお話しでありましたが那覇市の他の金物商にもこういった市場を作ることについて御相談なり若しくは何らかの方法でお知らせしたことがあったかどうかその点お答え願いたいと思います。

◯財政部長（長嶺良松君）

三番議員からの御質疑でございますが那覇市から何名、真和志市から何名かというようなことについては資がありますので後で御報告致します　それから那覇市民に対して広告か何かしたかということでありますがそれに対しては広告してありませんというのは大体におきまして余りにも申込み者が殺到致しましたのでこれを一々庁議にかけて一々査定してやった訳でありまして広告は出してありません。又これは私たちの考え方と致しましてはもう少し区画整理も終ってから売却する予定でありましたが旧年末の支払い、それから起債工亊、それから軍補助の支払いができませんので止むを得ず売ったのでその点御了承願いたいと思います

◯財政課長（比嘉良男君）

お答え致します　最大の坪数それから最小の坪数はいくらかという御質疑でございますがこれは人数が八十四、五名位いおりましてこれを一々やりますと亊務上煩瑣に堪えませんので差当り代表者五名を選定しその五名に名義は貸し付けてあります　その内訳につきましては、その代表者の方で適当に按分するというようなことになっております

◯仲井真元楷君

今私が申上げましたことは余り明確でないのですがね八千何名の土地を求めたいという人がおったがそのうち一番多く貸付けられた人は幾坪貰ったかということと、それから一番少なく貰ったのは幾坪かということです　これは代表者に貸し与えたということだがこれは五名に賣ったと云う亊ではありませんか。

◯財政課長（比嘉良男君）

そうでありますその内訳については市の方では余り知らないということですが

◯財政課長（比嘉良男君）

そうであります

◯仲井真元楷君

代表者の意思によって幾らやったと云う亊に対しては責任は持てないと云う亊でありますか。

◯財政課長（比嘉良男君）

お答え致します　代表者に売却した訳でありましてその内訳は代表者に任かすという風にしてあります

◯仲井真元楷君

何故代表者に任さなければならなかったかということであります

◯財政課長（比嘉良男君）

先程も申上げました通り八十何名に対して一々やるということになりますと亊務上煩瑣に堪えませんし、又そうしてやった方が適当ではないかというふうに思いまして代表者に売却したのであります

◯仲井真元楷君

最初におききいたしましたように最初一体何名申込んだかそれはお分りでありますが何名の申込者があったか　ところが亊務上煩瑣だから代表者にやったということから結局八十何名が申込まれたがその内ほんとに土地を獲得したものが何名かということは分らない訳でありますね。

◯財政部長（長嶺良松君）

代表者以外には分らない訳です

◯仲井真元楷君

それではお訊ね致します　この代表者というのは何名おりますか

◯財政課長（比嘉良男君）

代表者は五名であります。それから先の答弁を訂正致します　その人員が何名であるかということは分ります　今資料で御報告致します

○仲井真元楷君

この表で只今私がお伺いしております代表者はどなたどなたでございますか。

○財政課長（比嘉良男君）

那覇市三区十五組、山田義保、那覇市三区十六組平良光夫、那覇市五区九組兼次八重吉、那覇市三区十六組松田正久、真和志市大原区十七班古謝紹武の以上五名であります

○仲井真元楷君

これを見ると姫百合橋通りの人でない那覇市五区というのもありますが、そうすると先刻の話しと大分違うと思いますが是はどう云う訳でありますか。那覇市民には広告はしなかったということでしたが実際には入っておりますが。

○財政課長（比嘉良男君）

姫百合橋通りに金物商はありますが五区ということにつきましては後て調査致します

○仲井真元楷君

調査して何時お答え願えますか。

○財政課長（比嘉良男君）

すぐ御答弁致します

○島袋嘉順君

三番議員が質問しております問題についてでありますがその時の市の最高の責任者はどなたですか。

○財政部長（長嶺良松君）

当時前市長が主席になっておりましたので助役が市長代理でありましたので最高責任者は助役であります。

○島袋嘉順君

助役は辞職されておりますので係りの財政部の方が責任者となっておりますが、只今の三番議員（仲井真元楷君）や六番議員（宮里敏慶君）の質問の中にその当時の責任者が明確に答えておられないということについてでございますが私が特に質問致しますのはこの資料には只今財政課長が説明しておられる五名の代表者の名前が出ております。私が入手した資料によりますと当時の姫百合橋通り金物商組合の山田義保氏他八十二名になっておりますがそうしますと先程仲井真議員の質問に確実にこの土地を手に入れた人が何名かという質問に対してまだ答弁がなされておりませんがそれが分っておりましたらお答え願います

○議長（泉正重君）

只今調査に行っておりますので・・・・その間に他に御質疑がありませんか。

○上間長和君

只今、どうも三番議員と当局との質疑應答をきいて感ずることは部長のお話では十二月二十日に資金が凍結されたのでこの工亊費支払いのために隨意契約をした、その隨意契約は大体六千円でやって而も相手先が部長の話しでは姫百合橋通りの金物商組合ということであります　だがその賣った相手方の中には組合員というものは一人もいない、而も現在では六千円で売った土地が大体一万五千円位いになっております　そうなりますと、又先程の部長の話しではその場合に申込み者が殺致したために、部課長会議で決定したということでありますが　結局資金凍結の支払いをするためにも金がない金が必要であれば希望者も多いと思いますのでこの亊実に基いて一般競争入札に付した場合には六千円が一万円にも売れたのではないかという風に思いますがそれを斯う云う風にやった所に疑或が生じますが、そこらの状態をもう少し詳しく御説明願いたいと思います。

○財政部長（長嶺良松君）

ほんとうの處を申上げますれば競争入札で売るのが、建前でありますけれどもあの場合には実際に見られた方もおられると思いますが初中借金取りに追い廻わされまして、その爲役所の前の広場は自動車の溜り場でありました。そこで我々は責任上是を処理しなければならないというのでよく上司とも諮りましてああいう様な手段に出た訳であります

○上間長和君

借金取りで殺致しました、この亊情はよく分りますが然し申込者が殺到した爲に庁議を開いて関係者で査定したということでありますがそこがどうも辻褄が合わない様な感じが致しますが、

○久高友敏君

財政部の方にお尋ね致します勿論資金の凍結銀行預金の封鎖の指令が二十八日に出たために一月三日にこの土地を処分されたということになっておりますが既にあの頃は瀬長市長は七日から就任するということは新聞紙上で発表されておりましたが、何が故にその三日間それを急がなければならなかったか、その理由

（「そうだそうだ」と呼ぶ者あり）

更に市長は当選して一月七日に就任するということは新聞にも発表されておりますが部課長会議において瀬長市長の就任を待たずして早急に専決処分をしなければならなかった理由をもう少し明確にして頂きたいと思います

（拍手）

○財政部長（長嶺良松君）

それは必ずしも三日ではありません。その工亊費の支払いがストップした訳ですからその翌日から私らはこういうことをしなければならないというので二三回も集って対策を講じたのであるが三十一日に書類が戻って来たから建設部長が先程いわれたのはその後のことでありまして実際は二十八日から金がないのでそういうことをしたければ支払いができない、專決処分で賣らなければ支払いが出来なかったので、ああいうことになりましたが必ずしも三日ではないのであります

○島袋嘉順君

そうするとこの金は一月三日にＵＳＣＡＲから賣った金は琉銀に納入しろという条件で認可されたのですか

○財政部長（長嶺良松君）

建設部長も私も金は支払わなければならない、取るべき人は収入役のところにも来ているので二八日からそう云うことをやった訳でありますがその後三十一日に書類が戻って来たので、それから軍に当ったり又は琉銀に当りましたがどうしてもこれは軍が認可されなければ金を支払うということもできないし金を出すこともできない、それでこの土地を売ってやろうというので琉銀にそういうこと迄相談しませんでしたが今度はそういうことが我々が土地を売って払うということが分りましたので軍はどういう考えか、知りませんが政府を通じて書類が返えされたのであります　それで是は是非支払わなければならないので当亊の条件といたしまして二千一百万円、当時まだ売ってありませんでしたのでその金は起債を払う、その変りに琉銀に預けている金を工亊費に払い戻すから、それで払えというので一段落着いて、そういうような相談の下に二千一百万円は琉銀に預けて後の金は引出すという。

○島袋嘉順君

賣ったその金は琉銀に支払って琉銀にあるその金を今度は又払うと云う風に話合いはされた訳ですが　そうしますとその二千百万円はその後支払われたかどうか　或いは軍によって凍結されておるのであるか　凍結された金がそれになっているのではありませんか

○建設部長（安次富長昌君）

建設部長が変って御答弁致します　二千百万円は財政部が銀行に預金致しまして今度支払いしなかった金から　それが二千百万円かも分りませんがとにかく二千万円近く業者に支払われております　それでこの事業中止になった分全部の決済を済ましたのであります

○島袋嘉順君

業者に支払った金は市のどう云う風な予算から支払われたのですか　一般會計からですか

（「一般會計から」と呼ぶ者あり）

そうしますと銀行に納めた金はその侭銀行に凍結されておると云う事になる訳ですか

○財政部長（長嶺良松君）

これはこの二千百万円は現在　今年度で起債を返えさなければならない金が一千八百万円ありますのでそれに充當する訳であります　今手續中でありますが　その内千五百万円程度は既に返してあります　そうして今度は特別會計との繋りもありますので残りの六、七白万円は特別會計に振り向けて　今手續中であります　結局凍結がそれで減ると云う事になる訳であります

○島袋嘉順君

凍結の問題は煩くなっておりますので後で市の責任者の方から聽く事に致しまして前の質問に戻ります　先程質問致しました仲井真議員の質問でありますが　姫百合橋通りの業者の八十三名の内から何名が土地を確実に入手しているか　それが分りましたら御願い致します

○財政課長（比嘉良男君）

お答え致します　これは金物商組合として賣却した訳でございますが　これは五名の代表の方々には紳士契約でつまり五名の方々で適當に按分すると云う契約でありますので大体満足に行っておるだろうと思います

○仲井真元楷君

今のお話で私が先程お伺い致しました姫百合橋通り丈ではなしに那覇市の五区の人もいるではないかと云う事に対するお答だと私は聽いておりますが只今の財政課長のお話では金物商組合にやったと云う事でありますが　先程の姫百合橋通り云々　今度は金物商組合と云う事はどうもピント外れではないかと思いますが　そこの所がスッキリすれば私が先程から申上けた事は全部了解すると思います　金物商組合と云うのは姫百合橋通りの金物商組合の方々と五区の人も合せたものであるかどうか　そこをハッキリお願い致したいと思います

○財政課長（比嘉良男君）

お答えいたします　これは金物商組合であります　金物商組合として賣却してあります　それと先に那覇市が何名真和志市が何名かと云う御貭問でありますが　只今調査の結果那覇市が四十五名　真和志市が三十八名　嘉手納の方から一人おりますが　合計八十四名になっております

○議長（泉正重君）

つまり五区の方が入っておりますが　その人は姫百合橋通りの組合員ではないが　金物商組合の組合員と云う訳ですか

○財政課長（比嘉良男君）

はい

○上間長和君

専決処分の別表の相手方の賣先には組合と云うのがない　全部個人名になっておりますが　只今の課長のお話では組合に賣ったと云う事になれば代表者がある筈だが代表者との契約の内容そのものに代表者が按分すると云う契約の内容になっているかどうか　その点お訊ね致します

○財政部長（長嶺良松君）

それは組合と契約すると云うよりは組合員である處の代表者と云うハッキリした資格者と契約した方がよいと云うので　これは事務的手續き上の問題だと私は考えております

○仲井真元楷君

先程から色々とお訊ねしておりますが　どうも私が考えておりますことの二十パーセント位しか答弁が満足に出来ないような氣がします　扨これは専決処分として出されているのであるがどうも今の金物商に関する限りは余りすっきりした答弁がやられておらない　處がこれは専決処分になっております　瀬長市長はこれを提案されているのであるが　専決処分は既に市長就任前にやられているからせざるを得ないので嫌ではあるが同意して貰いたいと云う意味で提案したのかそれとも市長になって調べて見たら極めて立派にやられているから承認して貰いたいと云うのであるか

そのどちらですか

（笑声）

○市長（瀬長亀次郎君）

私もこの専決処分につきましては十分調べておる積りでありますが　更に残り滓があります　この議會で承認不承認に拘わらず　不正の事実があれば徹底的に摘發する心算であります

（拍手）

○島袋嘉順君

八十四名と仰言っておりますが　この金物商組合の方々が何名位い確実に土地を入手しているかと云う事がハッキリしておりませんが　万一確実に土地を取得出来る権利を市から認められたら　色々な財政上の都合で入手できなかった人々がおった場合　その人達が後になって他の人達と再び同じように権利を与えて貰いたいと云う　土地取得に対する再陳情が出た場合に市當局はどう云う風な措置を取られるか　例えばこの土地の賣却は十二月の末日業者に対して賣ると云う事が分った　そして金を納めるのは一月三日で最低十坪乃至二十坪何十万円と云う金が要るが　姫百合通りの人々は資金の遣り繰りに多くの人が苦しんでおります　そう云った者が三日や四日位いの僅かな期間にそう云う十万円内外の金を集めて持って来なければ土地を渡さない　そう云ったような場合みすみす土地を取得する権利を目の前にしており乍ら　権利を取得出来なかった場合　今度はその人達が例えば百円模合をやりまして土地を取得できるような状態になった際　再び他の取得した人達と同等の権利を我々に与えて呉れと云う陳情が来た場合には當局はどうするか

○財政部長（長嶺良松君）

それは兎に角土地は八十四名の要求でありますのでそこは土地が沢山あれば皆が希望する通りにやる事ができますが　土地は沢山ありませんので適當にその組合の方に任かす他はない　それで若し又再陳情が出た場合には土地がありませんので土地を上げる事はできないと思います

○島袋嘉順君

そうしますと市の建前は隨意契約ではあってもその根底に流れているのは業者組合を対象にして土地を賣る個人個人としては困難でもあるから代表を挙げて山田義保他何名と云う事でありますが　そう云う場合にたとえ紳士契約でありましても先程申上げましたように　全部に賣ると云うのが建前でありますので一応土地は賣られておりますが再びその人達が土地を入手する為に今後どう云う方法を取れば良いか　又この人達が當局に苦情を申込んで来た場合はどうするかと云う問題が出て来ると思います　だから一応そう云う処分について市が果して全部に賣られているかと云う事を當局は点検した事があるかどうか

○財政部長（長嶺良松君）

八十四名陳情して来た場合におきましては一万坪と云う大きな要求坪数でありましたので　それは到底満す事はできませんが兎に角坪数は全部で三千六百坪しかない　然し組合として申込んだ者に対しては善処しよう　だからと云ってお望み通りの坪数は絶対にありません　又この賣却の土地のみでもありません　例えば賃貸関係に於きましても前島町の如き然りであります　この問題も未だゴタゴタしておりますが垣花復興期成會の要求に対しましても十分に与える事はできないのであります　課長は紳士協定と云っておりますが　適當にそこは組合の方で譲り合ってやって貰う様な考え方が妥當ではないか　と云うような考え方をもって仕事を進めて来た訳であります

○宮里敏慶君

那覇市の基本財産を賣却処分するときは議會の承認を得なければならないが　この所瀬長市長の出現によりまして凡ゆる資金の凍結復金の停止と云う風な事になっておりますが　この為に専決処分も行われていると思いますが　瀬長市長はこの専決処分に対しまして現在どう云う風にお考えになっておりますか　現在の心境であります

○市長（瀬長亀次郎君）

現在の心境は実に朗らかであります（笑声）

と申上げますのは私は市長の職をやってから三ヶ月になりますが　當選した云う事実に対して打掛けられた市民に対する　不當な圧迫に対する反撃を準備したのであります　準備完了しております　そこで今朗らかであります

（笑声　拍手）（「進行」と呼ぶ者あり）

○儀武息睦君

只今提案になっております六号議案の事でありますが坪當りの額が一万円、九千円、八千五百円、六千円、四千五百円と云う風になっておりますが　その金額の基準は何處から持って来たか御説明をお願い致します

○財政課長（比嘉良男君）

金額の基準は大体市價現在の市價相場を十分勘案致しまして決めた訳でございます

○儀武息睦君

只今の御答弁によります市價相場と云うものは何處からその数字が出て来たか　例えば入札によるか或いは裁判所の評價によるか　その点具体的に御説明をお願い致します

○財政課長（比嘉良男君）

それは大体区画整理の方で替費地を処分しておりますし　又泊辺の市價も大体その相場を勘案致しまして余り高からず安からずと云ったような基準で決めてあります

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮りします　先程十二番議員（島袋嘉順君）からの質疑がありました通り代表者五名に対し賣却したその後の在り方についてまだ當局の方でハッキリ掴んでいない　これは後日検討すべきと思います　そう云った含みで専決処分それ自体については御異議ないと思います・・・・・・・・・・・

（「討論の時間を与えて貰いたい」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

それでは貭疑を終結し討論に入ります

○島袋嘉順君

これは既に前市長がお辞めになって市長職務代理者の助役が為されたと云う事は當局の方で明確に答弁しております　私達と致しましては少くとも那覇市の市民から市民の利益の為に市議會で働くように責任を持たされている從って那覇市議會と致しましては只今の議案第六号市の財産処分に関する　専決処分の問題につきましては　議長からの発言もありました通り未だ當局自体がこの問題に対して明確な答弁を与える事ができないので　これは後日取扱われると思いますが　一応専決処分その問題につきましては議會として承認しようが承認されまいが既に処分されたものでありましてその政治責任は別と致しまして行政的な措置としてはこれは成立すると思います　然し私が一番最初に申上げました通り議會の責任においてこの専決処分の問題を云々しなければならないのでございますが　我々は事実を全部知っております　それを具体的に申上げる時間がございませんので要点丈を申上げますと何故市當局がこの問題に対して明確な回答が出来なかったかは我々良く知っております　それは市職員として公僕としてあるまじき行動があったから明確に答弁できないのであります　その事実を此處で挙げようとは思っておりません　更に一番大きな問題は私が先程質問した何名位取得しているかについては凡その見當でありますが　私が調査した處によりますと八十四名の内現在土地を取得しているのは十何名位いであります　十何名位いの取得で残りはどうなったかと云うとあの業者は殆んど零細な業者でありましてその人々に対し一月三日に金を納めろと云う事であります　これは誰の命令か知りませんが果してその人達が土地を欲しており乍ら金を何所からもって来るか　是は幾ら忍術を使ってもそう云う事は出来ません（笑声）

そう云う事情が絡んでおりまして現在土地を取得できた人達　勿論中には既にこの土地を賣った人もおります　然し土地を買えなかった人達は一日百円模合をやっているから私達は金が出来たら市當局に対し　その権利を再び取得出来るように陳情すると云っておりますが　そう云う事態が若し出て来た場合當局はどう措置するかについて貭問したのであります　是はやがて分るでありましょう　更に大きな問題は斯う云う市民の生活に関する問題であるにも拘わらず　當局自体が明確に答弁出来ないその善後措置も取られていない　これは先程申上げました通り業者の中からは既に當時の市當局に対する批難が出ております　これは後で又明確にしたいと思います　只残念な事は業者組合が土地を取得し今回土地を取得し損った人達が總會をもっているがその總會に市會議員が来ておりますが　何故その人達が土地を取得出来なかったと云う事を議員として當然調べるべきであるにも拘らず調べていないようであります

（拍手）（「そうだ」と呼ぶ者あり）

そう云う事に対して飽く迄も市當局並びに議員に対しては後で政治責任を追求したいと思います　更に問題として私が考えておりますのは姫百合橋通りの金物商組合に対する問題でございますが　この議案の中の土地は三千二百三十七坪賣られております　その賣上げが二千百万円そしてその金はその侭三日に預金されて然も當日限りで琉銀に封鎖された　その結果は後で貭問したいと思います　然も私はハッキリさせる事が出来ますが　この名簿には名前こそないが市會議員が名前を変えてこの土地を取得していると云う事も知っております

（拍手）（「そうだ」と呼ぶ者あり）（議場騒然）

問題は何も市會議員個人の利益を追求するのではないが飽く迄も十一万市民の利益を先に考えなければならないのが市會議員であります

（拍手）（議場騒然）

そうであるにも拘らず名簿の中には名前は現れておりませんが（拍手）

全く當時の市政が腐敗しているにも拘らずこれを取締る市會議員がこれを容認し　それ處か容喙していると云う事を我々は知っておりますのでその政治責任を後で追求したいと思います（拍手）

○議長（泉正重君）

討論終結表決に入ります　お諮り致します　市長提出議案第六号専決処分について先程からの御貭疑及び御意見で相當突込んだ處迄入っておりますが　処分それ自体については承認可決致す事に異議ないと思いますが　御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って本案承認可決致します　只今お昼でありますので食事の為に休憩致しまして午後一時本會議を再開致します

（午前十二時一分　休憩）

――― ○ ―――

（午後一時三十一分　再開）

○議長（泉正重君）

午前に引續き會議を再開致します　市長提出議案第七号日程第六　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算を議題と致しまして貭疑に入ります

○宮城清三郎君

議事に入ります前に動議を提出致します　議事進行についての動議であります　開會は午前十時に宣言されております　そして午後は一時と云う風に議長は宣言されておりますが　このように沢山の傍聴人を前にして再開が半時間も遅れて開會すると云う事は・・・・・・・・・

（「そうだ」と呼ぶ者あり）（議場騒然）

これについて一寸遅れた理由を説明して貰いたいと思います（拍手）（議場騒然）

○議長（泉正重君）

では三十分も定刻を遅刻致しました理由を議長から代って簡單にお詫び傍々御説明申上げます　実は議案の取扱いにつきまして過半数の方々から議長にお諮りしたいと云うような事がありましたので　それを出来る丈議會の時間を短縮してスムースに運営出来ますように　と云うのでお諮り申上げたのですが　つい午後の開會を一時と宣告致しました関係上早目に開いた積りでございますが　三十分も遲れた事を重々私からもお詫び申上げます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

市長提出議案第七号について貭疑に入ります

○儀武息睦君

本件につきましては既に協議會で一致した意見でありまして　又関係の前島町区民は非常に本案通過を鶴首して待っていると思うのであります　この見地から本員は讀會省略でもって可決して確定議に付したいと思います

○仲井真元楷君

歳出の土木費の中の橋人道橋それから前島の人道橋の處でございますが是は前の議會に於きまして否決をされた前島及び中の橋の人道橋でありますが當時は財政の財源に於きまして泊の港それの収入を見積ってありましたが　それの収入財源の見通しの問題と　それから所謂資金の凍結と云ったような事で市長は春になればやがて解けて来るであろうと云ったような事から　それでは資金凍結を早目に解除してそしてこの橋を架けるべきであると云うような論点からこれが否決になったと覚えておりますが　今度の財源は歳入の處で見ますと屠場の使用料それから滯納税金と云ったような處の現実にある金からこの財源を見積って前とは大分違っているようであります　そこで是は資金凍結と云ったような問題に連関があると私は思いますが　この凍結と云う言葉は誰が使い始めたか分りませんが　どうも今迄の琉銀を通じての資金面につきましては軍補助金の打切りと起債が出来ないこと　預金が封鎖されたと云ったようなこの三ツの事態を資金凍結と云う言葉で現わしているが　あの當時市長は春になれば解けて来ると云ったような話もございましたが　資金凍結の問題につきましては未だその見通しがつかないのであるかどうか　今さっきの宮里議員の市長の最近の心境は　と云ったような質問に対して　至って朗かであると云ったような事を申されておりますが　それらは總て市政の問題を含めての市長の心境であると私は思うのでありますが　そう云ったような意味から資金凍結に対して如何なる手が打たれ　又本當に見通しは一体どうなったか　この人道橋の問題と連関致しましてこの点最近に於ける琉銀との問題等　所謂資金凍結につきましての見通し等　或いは為された事等につきまして出来る丈詳細にお答え願いたいと思います

○市長（瀬長亀次郎君）

只今の三番議員（仲井真元楷君）の御貭問にお答え申上げます　十一万那覇市民丈じゃなしに八十万沖縄縣民　更に祖国の九千万同胞丈ではなしに全世界的な反響を捲起しているこの金融攻撃　即ち今三番議員が申されたような　市民の税金を凍結すると云う問題　更に起債の問題起債を打切る　折角与えた軍の補助金を打切ってしまう　この三つの不當な攻勢に対し　私は私の責任ではないと云う事を明確に致しました。私の責任ではなに致しましても十一万市民に投げ掛けられたこの煙幕は払い除けなければならぬ、更に打込まれた杭は抜き取らなければ十一万の市民は非常に困る。そこで深刻な非民主的な状態に叩き込まれることを知った私はその金融攻撃に対する反撃準備を致したのであります　先ず第一に市政の運営をする人間として心掛けなければならないのはこの前の施政方針の中でも打出しましたように一切の不正と不義を徹底的に跳ね返し、そうして市民のために抵抗力を結集して生活と民主主義を守り抜くために斗うということであります　具体的に申上げれば軍補助金の打切りが如何なる性格のものであり如何なる處に投資され　どういう風に工亊に進められているかということを分析すると自ら明確になることを私は知っておりました。更に起債の打切りに致しましても銀行の性格からいってこの琉球銀行の株の五十一％は沖縄の爲政者、アメリカ民政府が握っているというこの性格の分析、更に三千百万円に上る、市預金の凍結をバラバラに分析する、そしてこの分析と分析された中に立って綜合していく、微積分でありますそうすると自ら解けて流れて仕舞う。三月になれば解けるであろうといったことははっきり解けている亊実を申上げます。もうボツボツ暖くなりましたので解け掛っております（笑声）第一番目に軍補助金が如何になっているか八千七百万円の軍から補助されました、この軍補助金が交付される前の当間那覇市長並に任命比嘉主席との間に阿川の問題、道路の問題について討論があった、阿川というのは法律に從って政府がその亊業を行うべきであるということは三才の女男子でもこれは明らかになっております。政府道路もその通りである。政府がやるべき久茂地川、安里川を那覇市が何故やらなければならぬか、更に政府が直すべき道路、これを何故那覇市がやらなくちゃいかんか、疑問があった。處が軍が八千七百万円やるから那覇市がやったらどうか、金があればどちらでやっても宜しいということになって、実は着工されたのが所謂、軍特別補助金八千七百万円と云う金である。是を分析致しましょう。政府がやるべき阿川、道路、橋梁その他を合計してこれを分析して見ます。八千七百万円の分析は次の通りであります。政府が当然やらなくちゃいかなかった道路が予算額、即ち合計すると八千七百万円になる数字であります。二千三百六十八万四千三百二十二円、阿川、二千六百四十六万七千八百円、この合計五千一五万二千百二十二円、これが当然政府がやるべき工亊であった。市がやるべきものは道路二千七百万三千六百七十八円、橋、九百八十四万四千二百円その合計三千六百八十四万七千八百七十八円、これが軍補助金の八千七百万円の分析であります。その内軍から止められた市側の執行された額は政府の道路、阿川の合計いくらになっているかと申上げますと、五千十五万二千万円余りの予算額のうちで三千百五十六万二千百六十七円執行済であります。更に市がやるべきあの予算額三千六百八十四万円余りから執行済額二千二百三十一万三千百八円となっている。これから　やらなければならない金額未執行額は幾らになって　いるかと申上げますと政府がやるべき阿川と道路の合計が実に千八百五十八万九千円余りでございます。市がやらなければならぬのか、千四百五十三万四千円であります　こう分析致しますと、政府が当然やらなければならないのは二千万円越しております　おかげ様で・・・（笑声）又法に從ってやらなければなりません　私はあの当時飛行機に向って・・・高射砲がうち込まれている、この破片は・・・うち込んだ人が拾うであろうということを三ヵ月前云いました。この破片は拾はなくちゃいかないことになっております　これが軍補助金の大体の見当でありこれ迄折衝した所であります　これ迄は何處から引出して来たかと申上げますと残念なることにはこの前久茂地川、中之橋の架橋工亊として否決されました二十五万円これを分析して、そうして見たら何んだこの川は向うでやるべきだったんだと云う亊で是が次第に明るみに出た訳であります　皆さんのお蔭だと考えております（笑声）次は起債の問題は段々貸すような話になっておりますがこれは然し今沖縄にはアメリカの命令で動く銀行と民族資本で形成された金融団があります　この金融機関に対して既に預金が開始されました　貸すことになっております　私は政策面からいきましても民族資本、民族金融を如何に守り抜くかということに重点をおくこと自体が沖縄の全住民の福祉のためになり那覇市民の生活を守り抜く基本線だと考えております次は皆さんが非常に心配なさっている市預金の凍結は完全に解除されました。御安心下さい（拍手）

その内訳を申上げます三千百万円の内訳は一般会計において二千百万円この金が今午前中あなた方が活溌に質疑討論された替費地三千坪の売上代金であります　この二千百万円に、水道会計における百万円余り、区画整理亊業における九百万円余り、これが殆んど解除されたのであります。どういう風に解除したか、この一般会計を見ますと二千百万円の凍結資金のうちの、これが五七年六月三十日、五七年八月三十一日、五八年二月二十八日来年であります。五九年五月三十日、更に五十九年の十一月二十日これが償還期日になっているものを纒めて前納した額があります。この額が幾らになっているかと申上げますと千三百五十一万二千三百二十二円であります。この額を二千百万から差引きまして七百四十八万七千六百七十七円、これが残りであります　これを区画整理亊業の凍結資金の九百万円に加えまして九百四十一万八千三百十九円に加え、更に水道亊業の金利から上がりました。十三万五千八百六円を加えた千七百三万千九百三円、これが区画整理亊業の負債として支払った額であります、水道亊業におきましては百十七万四千五百九十円、これを八十四万四千二百七十九円払った残、残っているのが三十四万三百十円となっております。正確に申上げますと、一般会計区画整理会計が全額凍結が解け、水道会計において今申上げました三十四万三百十円が未だに凍結されている金額であります　微々たるものであります

これが解けるのはあと十五日であります

（笑声）

更に付加えたいことは一月四日、市長預金三千百万円凍結されて以来昨日迄の利子は全額貰いました

（拍手）

一応やらん、やるという問題がありましたが人間の個人の預金でもその通り、自活団体の預金でもその通り他人の金を預かって利子を払わんという銀行があるもんかということで銀行も非常に良い銀行になりまして・・・・・

（笑声）

利子を払って下さいました。御安心下さい。

（拍手）

以上申上げましたように瀬長亀次郎が那覇市長に当選したという亊実で打切られました軍補助金の凍結、起債の問題、更に三千百万円に亘る市預金の凍結が八割迄は解決され、あと二割がゆっくり解決しなければならない問題になっております　然しこれもゆっくりはできません。だんだん毎日やります　皆さんのお蔭だと申上げましたのは　私は只皆さんに何も言葉を使って議会のお蔭様といったのではありません。亊実があります。どう云う亊実かと申上げますと第三回目の那覇市に対する金を貸して呉れという銀行宛の書類に対しまして琉球銀行は丁度那覇市は株式会社である株式会社に比較して株式会社の社長がその重役からも更に從業員からも更に一般市民からも信用のない場合にはその社長には金を貸すことは出来ないと同じように那覇市においてもその理事者である瀬長市長は市会からの協力もない、職員からの協力もない、一般市民からの協力もない。だからいつ潰れるか分らんから貸す訳にはいかんということがありましたが私はその回答と致しましてこれは見解の相違ではなしに事実に反するものである。即ち那覇瀬長市長は市会からも協力がない。職員からも協力がないということは亊実に反する。何故かというと市会は二十七名丈じゃなしに人民党議員を加えた三十名の議員が一致して瀬長市長は三月迄に資金の凍結を解かすように努力して貰いたいということを要請している　この亊実はあなたの見解が間違っていることを証明している　だから市会も資金凍結をさせないでくれといっておった　むしろ凍結を解いて呉れということを要望しているのだということを申上げました

（笑声拍手）

だから皆さんのお蔭だということを申上げている訳であります

こうして全員が一致すれば必ず固った氷は解けるんだということ、私は最初から皆さん並に十一万市民の団結を信じていたからこそ左様なことを申上げたのであります。このことは新聞にもまだ発表しておりません。何故かと言いますと解けて流れると新聞に発表したのが、私の功績かの如く思われるかも知らんが、功績は市民が持つものであって市長が持つものではないのであります。

新聞紙上を見ても、噂では瀬長が市長に立ったら　市政は麻痺すると　いっておりましたが　市政はちっとも麻痺しておりません。ピンピンしております。

（笑声）

この証拠はここに表になって現われておりますが徴税成績は市民税、固定資産税、事業税、自転車税、牛馬車税、屠畜税　建築税、不動産取得税、興行税、この税額をトータル致しまして、去年の二月二十八日と今年の二月二十八日を比べますると、実に十％納税成績があがっている。この証拠は市民が絶体麻痺していないことを証明します。麻痺して半身不隨にでもなっておれば税金を納めることはできないからであります。半身不隨処か実にピンピンしておるのです。これは市民が瀬長市長に協力するか、協力していないか、こういったことを論ずる必要はないのであります。意見の相違と言われますので、意見は申上ませんが、そのために市職員はブラブラしてはおりません。一生懸命にやっております。今日から一般昇給として俸給も値上げすることになっております。平均二百円上りました。それ程見通しは明るいのであります。

（拍手）

税金が納まり　寧ろ吾々の予想以上に納まり、そして資金が凍結され　軍の補助金が分析されて　ウチナアグチで「ナーメーメー」になった訳であります。こうなったとき起債も民族資本として育成されていくならば必ず出来るという　この確信、これは　市民の抵抗力の現われであり　皆さんの本当の市民代表としての行動が正しかったことを物語るものであると私は確信してあります。以上申上げましたようにこういう市政十一万の市政の運行は実に易いものであります。だから朗かになったと　私はいっております。常に朗かに全市民と共に市民の上に打ち掛けられた晴雲を払い除ける為に私は一生懸命働く積りであります。以上お答えします。

（拍手）

○仲井真元楷君

只今の市長の答弁で凍結されたものが僅か三十四万といったような数字が出て来ております。それから起債による工事については民族資本といったような解決な方法を持っているようでありますが　問題は結局軍補助金によるこの工事の点を先ず私もう一度お伺いしたいのでありますが　それは政府がやるべき予算総額の五千十五万円といった数字の中から完成総額の二千万の金が出ておりますが　結局こういったような　数字を裏付けるものは　軍補助金による工事の内訳を政府と市との二つに分けて見事に捌いているような恰好になっているんだけれどもこれが見事に捌かれているかどうか　今のお話では政治でやるんだと　云ったような言葉丈しか私はお聴きしておりませんが、其処の処を明確にこれは政府の誰がどう云った法によって、はっきりやるんだというようなことがあったとするならば　大変結構なことでありますが、そういった分け方　その政府でやるんだといったようなその確信をお聴かせ願いたいと思いますし、なお市がやるといったような場合　未執行の千四百五十三万といったような　金が出て参りますが、これに対する見通はどうですか　と云えば　瀬長市長のことであるから極めて明るいんだといって片付けられるのは間違いない。どういう風にしてやるんだ　この二つの点をお聽きしたいのであります。

◯市長（瀬長亀次郎君）

軍補助金のあと残りの千八百五十八万円　これは未執行で　完成する迄に幾ら位かかるか　と云う事でありますが　専門家に聴きますと　先ず二千万円位掛かるだろう。こういっておりますが、御質疑の焦点はこういう数字を捌いた丈ではなしに民政府の責任ある地位の人から　どういう話しがあったか　という風な論点であります。これにつきましては今先も簡単に触れましたように中之橋の架橋工事、更に久茂地川　あの前島小学校に通う八百の学童の足を奪われて　ありませんので　架橋しなくちゃいかん。そういうことになりましたが、これが出来なくなって仕舞った。あの久茂地川の浚渫と　架橋工事を市民の手でやるということになって期成会が作られた。この期成会が作られまして　架橋浚渫の申請を致しましたが、これは市がやるべきである。更にこの橋は危険であるという二つの理由で却下になりました。その却下になる迄の折衝で次第に別の問題が持ち上り　道路の問題が持ち上りました時に工務交通局長は市がやるべきか、或いは政府でやるべきかという問題は更に検討するが　市が出来ないから一つ政府の方でやって呉れ　という一札を入れて呉れんかという処迄きております。面子もある訳で当然市町村が政府に申請する前に法律で以て河川は政府でやるべきである　処が今迄やらなかったので、面子もありますので、こっちから一札を入れさえすれば何とかやるということ迄、明確になって一昨日決裁をしまして主席に迄、書類を出しました。そこで大体今度は部課長の折衝になると思いますが　この工務交通局の責任者と此所の部課長との話合が其所迄進んで既に決裁迄なっていることを申し伝えます。もう一つは未執行額につきましては今度の五八年度の予算の中から自己予算が琉球銀行に毎年払わなくちゃいかんあの三千百万円の中から既に払った金額が浮いて来ます。一千万円位浮いて来る。これが先ず収入となって現われます。自己予算もその中から出てきます。私の現在の見通しでは　この六月の予算に自己財源で以て　これが可能でありはしないかという自信が次第次第に形作られて来ていることを御答弁申上げます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

別に御貭疑ございませんか。

◯議長（泉正重君）

・・・・・では貭疑を打ちきりまして　討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

十九番議員（儀武息睦君）のおっしゃったようにこれは協議会で一応検討して頂いた議案なのであるし　別に討論する迄もないと思われますので討論終結　表決に入ります。

◯議長（泉正重君）

ではお諮り申上げます。市長提出議案第七号、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算案を原案通り可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

異議なしと認めます。依って本案原案可決　確定致します。

（拍手）

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

次　日程第七　市長提出議案第八号　一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加更正予算について　を議題と致しまして　貭疑に入ります。

◯宮城清三郎君

水道の使用者が大分増えまして　こういう工合に収益が上って追加予算に計上されておりますが　ずっと前　小禄に水道を引くために予算を計上してありましたが　これが色んな　融資の打切りと凍結の問題で起債も出来ずそのため　小禄の方に水道が引けなくなっている　小禄の方におきましては　今学校長とＰＴＡ会長が　瀬長市政じゃ当分の間は　小禄の中学校に水道を引くことは不可能であるとして、これを父兄の皆さんが百円ずつ金を集めて、これを打込み井戸を作ってやらなければいけないという風に自己負担で以て永久な工事を今やっております。こういった父兄にはガムシャラに押えつけて金を徴収してやることは出来るが　何故　市当局と一緒になってこの資金凍結を早く解除し、そして金を借りて予算に計上して工事を執行させるよう議員は何故努力して貰わないか。これが絶対に不可能であるのか　どうか。こういった点を当局の方からちょっと説明して貰いたい。

◯水道課長（東江誠忠君）

お答え申上げます。水道事業会計の復金融資に関する凍結につきましては　東町商港地区を含めます。旧那覇市区画整理地区が概略三百万円　小禄地区の水道工事費が九百万円合計千二百万円が銀行の起債認可を受けましたけれども　それが停止になっております。この分の解除方は只今、市長から答弁のあった通りでありまして、これが時期については、はっきりしておりません。然し乍ら、これが解除になるのでありますれば即刻工事を始める積りであります。

○議長（泉正重君）

別に御貭疑ございませんか

○議長（泉正重君）

では貭疑を打切りまして、討論に入って、何か御意見でもありましたら・・・

（「なし」「貭疑なし」「意見なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

別に御意見ないようでありますので討論終結表決に入ります。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。只今提案になっている市長提出議案第八号一九五七年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加更正予算案につきましては、原案通り可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めまして、左様可決確定致します。

――― ○ ―――

（拍手）

○議長（泉正重君）

次、市長提出議案第九号、予算の項の金額流用についてを議題と致しまして、貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

流用につきましては、先日財政部長（長嶺良松君）から十分説明があって別に貭疑はないと思われます。就きましては貭疑終結、討論に入りますが、討論を省略して直ちに表決に付することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し、お諮り致します。予算の項の金額流用について、原案通り可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に可決確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第九、市長提出議案第十号を議題と致します。





議案第十号

市有財産の賣却処分について

右議案を提出する

一九五七年三月廿六日

提出者那覇市長瀬長亀次郎




市有財産の賣却処分について

左記により隨意契約をもって賣却処分したい

記


 
  	一、建物坪数
  	五坪（トタン葺平屋）
 

 
  	一、賣却価格
  	一金九阡圓以上
 

 
  	一、代金支拂方法
  	金額一回拂
 







説明

元楚辺ポンプ場建物は美田区に恒久的建物を築造したため。不要になったので、那覇市有財産の取得管理及処分条例第十九条第一号及第三十条第六号の規定により本案を提出する。





参考資料

元楚辺ポンプ場建物賣買契約書（案）

那覇市長（以下甲と稍する）

（以下乙と稍する）

右当亊者間に元楚辺ポンプ場建物賣買のため左の通り契約を締結する。

一、甲は那覇市所有の元楚辺ポンプ場建物（城岳遊園地入口横設置）を乙に賣却することを約する。

二、賣買価格は金　也とし支拂方法は次の通りとする。

代金支拂期間　契約後七日間以内

三、代金支拂期に代金納入を故意に怠るときは契約を解除する。

四、この契約により所有権を乙が取得したとき所有権移転登記に要する費用は乙の負担とする。

五、契約保証金は免除する。




此の契約を証するため本契約書を二通作成し甲、乙、各一通宛所持する。

年　月　日

甲

乙





◯議長（泉正重君）

本案は追加提案の分で、提案趣旨説明が未だでありますので、当局説明をお願い致します。

◯水道課長（東江誠忠君）

本案を提案致しましたのは、楚辺のポンプ場建物は美田に恒久的な建築物を築造致しまして、楚辺地区の送水を開始したのであります。そのために元のポンプ場が不要になったから、これは遊園地の階段の下の方にあります。トタン葺の家でございます。評価価格は市役所建築課の技術者に評価をさせました処、九千円になっております。これが売却の方法として隨意契約としてありますのは、現在の那覇高校前の道路を開通します。場合に同地の立退者の中から一各購入を申込んでいる方があおられますので、値段も丁度合いますし、出来得べくんばこの人に譲って上げた方が立退者でもあるし、市民のためになるのではないか、斯様に考えて提案した次第であります。宜しく御審議お願い致します。

（「異議なし」「あります」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

貭疑に入ります。

◯宮里敏慶君

この契約書の中に一、二、三の三番でございます。「代金納入を故意に怠る」ということでありますが、この「故意に怠る」という文句を省いたらどんなものですか。これはですね、「代金支払期に代金納入を故意に怠るときは」この故意に怠る」と云う亊が一寸おかしいのですこの「故意」と云う限界がハッキリしないんですよ

◯水道課長（東江誠忠君）

お答え申上げます　「故意」は私の方は別にこだわりません　只入れた丈です　別にこだわりませんから・・・・・・

◯議長（泉正重君）

お削りになっても構わないそうです　こだわらないそうです　別に御貭疑ないようでありますので貭疑終結　討論に入ります

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御意見ないようでありますので討論終結　表決に入ります　市長提出議案第十号市有財産賣却処分につきましては原案通り可決致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様可決確定致します

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

これで本日の日程の提出議案の審議を終りましたが　後程火曜日にも少しお話がありました例の市民からの陳情による住宅地域を商業地域に変更する件　次は住宅地域の制限を緩和する　又その地域地域によって取扱上異ならなければならないと云ったような御意見でありますので　そう云った意見を取纏めて都計審議會委員の方でも折衝したい　こう云う風なお話であります　そう云った協議會を持ちたいと思いますから暫らく休憩致しまして・・・・・・・・・・・・

◯島袋嘉順君

休憩に入る前に本日の會議につきまして休會中に問題が出ているのがございますので各總務財政・文教厚生労務・建設委員會に該當するような　那覇市會として審査しなければならないような点が私はあると考えておりますので　市町村自治法第三章第四十九条第六項に基いて本會期において次の所管に関する審査を各委員會に付託して頂きたいと思います　その第一番目に市町村税法第二章第三節事業税に関する件でございます

これは最近那覇市内におきまして那覇市の事業税が高いと云う声がありますが　この問題は既に去年一九五六年一月十日に宮古　平良市議會議長佐藤富夫氏から琉球政府行政主席比嘉秀平宛に市町村税法でも特に市民税・事業税の一部改正について請願しようと云う請願書が行政府に送られておりますけれども　現在那覇市の場合を取上げて見ますと　先ず第一に那覇市の事業税は所得額に対して税率が百分の四と云う事になっております　これは今申上げた様に日本本土に於きましては市町村税法をよく検討して見ますと　地方税法に関する事業税に関しましても基礎控除が行われております　これは去年改正になりまして現在では日本円で十二万円の基礎控除が行われております　處がそう云う風に法的な措置で以って特に中小企業者の事業所得に対して　事業税を掛ける場合法的な保護が行われておりますけれども　現在の市町村税法ではそう云う零細な中小事業の所得者に対してはそう云う適用が行われていない　それで結局そう云った為に最近五七年度の那覇市議會で決議し賦課されつつある那覇市の事業税は一般的に見て高いと云う問題でございます　これは勿論税務課の徴税技術に関する　所謂査定の問題もございますけれども根本的には　この法の改正に持って行かなければならないのではないか斯う考えております　税務課の資料によりますと先程申上げた平良市議會からの琉球政府行政主席比嘉秀平宛のこの請願書の中にもこれが明記されております

丁度私が申上げているような事が既に平良市に於いては一ヶ年前に行われていると云う事でございます

従ってそう云う例も検討し乍ら是非現在の總務財政委員會に　市町村税法の一部改正に関する件を審査さして戴きたいと思います　これが第一点

次第二点は最近立法院において四月一日から開會だそうでございますが　この立法院におきまして政府から百十五件に亘る立法要請案が出ております

特にこの立法院に提案する政府案件を見て見ますと我々那覇市を含めまして　全沖縄六十四ヶ市町村に対しまして非常に関係の深い問題が出ております　それを申上げて見ますと先ず市町村自治法の一部を改正する立法　市町村交付税の配分　特別會計法　市町村財政法の一部を改正する立法　補助金等に係る予算執行の適正化に関する立法　市町村公務員法　市町村長及び議會議員選挙法並びに社會面に参りまして　生活保護法の一部を改正する立法　児童福祉法の一部を改正する立法　その他非常に大きな問題が沢山出ております　更に健康保険法に関しましては現在この立法案が提出される準備になっております　そう云う一連の立法院に提案する政府案件を検討した場合これ迄既に我々が体験した事でございますが　政府が立法院で政府案件を制定し立法化されている　それが施行になってから市町村自治法の方では騒ぎ出す　特に税法に関しては立法院でそれを審査する當時は騒ぎませんけれども　制定されそれが施行になってから市町村で実際にそれをやる段階になってからこれは拙いじゃないか　税法が拙いじゃないかと騒ぎ出す　これでは後の祭りだ　それで私達としましてはこれ迄施行されておりました法は勿論の事乍ら今度四月一日から開會される立法院に提案されておりますこう云った行政府案件に対しましてはどうしても地方自治体の実態をハッキリ知らさなければならない点が沢山あると思いますので　今何々委員會が何々と云う事はそれは出来ないかも知れませんけれども　後で全体協議會でも開いてこれは出来ますると思います　一応そう云った問題につきまして是非休會中も各委員會に審査活動をさして戴くよう　議長の方で取計らって戴きまして是非これを市民の生活擁護　権利擁護の為に実現さして戴き度い　斯う考えております以上提案致します

○議長（泉正重君）

只今十二番議員（島袋嘉順君）の御提言の通り一応立法院で審議されるであろう案件につきましても　市町村議會として當然それを検討しなければいけないと云う点で　本市には常設委員會がございますのでどの委員會はどの案件を付託審議願うと云う事につきましては後刻協議會を持ちそれをお諮りする

それが出来ましたら再び本會議を再開致しましてそこで付託すると云う形でなるべく早目に御検討願うと云う行き方にしたいと思います

では十五分程度休憩致しまして協議會でそれを纒めましてから本會議でやる事に致します　暫らく休憩致します

（午後二時二十五分　休憩）

（午后三時二分　再開）

○議長（泉正重君）

それでは本會議を再開致します　桜坂　美栄橋それから共同印刷所附近、前島町の方から都市計画上一般居住地域を商業地域に変更して貰いたい　そして商業地域を準工業地域に変更して貰いたいと云うような陳情がございますので　只今協議會中にお話し合いましたように本陳情を建設委員會の方にその審査を付託致します　從って休會中と雖もこれを御審議願うと云う事に御承認願いたいと思いますが御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

では左様に取計らいます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

更に立法院に提案されるであろう議案につきましても各委員會の方で案を入手致しまして休會中と雖も　これを市の立場から審議致しましてその意見を政府に我々議會側の要望意見であると云う取扱いを致しまして要請すると云う事につきまして御承認をして戴けますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では左様に取計らいます

――― ○ ―――

○渡口麗秀君

本定例議會に現在那覇市民の最も関心の的であります　瀬長市長の不信任案を提案致したいと存ずものであります　よって私は全会一致でこの不信任案を可決したいと存じますので各議員の意見を調整すると云う意味で　四日間丈會期を延長して頂けば十分意見の調整も行われて瀬長市長の不信任決議が可決になると本員は信ずるものであります　依って議員の皆様方の御同意を得まして四日間丈會期を延長して頂くよう特にお願い申し上げます

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

只今の八番議員（渡口麗秀君）の提案でございますが案件も出さずに會期を延長して　更に不信任案を検討すると云う事はこれは市町村自治法の中にも　そう云う事は書いてないと思いますが

（「そうだ」と呼ぶ者あり）（議場騒然）

一体どう云う意味でこれをやるのか　案件があるならば出して貰ってやって頂きたい　それから提案されている不信任案件の問題についてはこれは理屈になつておりませんから　そう云う事は止めて頂きたいお願い致します

○議長（泉正重君）

動議は成立致しておりますのでお諮り致します　會期を四日間延長する事に御賛成の方挙手を願います

（挙手多数）（議場騒然）

○議長（泉正重君）

多数であります　依って會期を四日間延長致します

○議長（泉正重君）

ではその日程の取扱い方はどう云う風に　四日間ずっと継続ですか

○渡口麗秀君

その点については議長　副議長よく相談して頂いて決めて頂いても宜敷ゆうございます

（「そんな話があるもんか」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

貴方の腹案は・・・・・・・・・・

○渡口麗秀君

議長にお任せします

（「議長議長」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

議長の方からお諮り致します　明日それから日曜日、四月一日は政府創立記念日で休みですから　この三日間休會致しまして火曜日午前十時から本會議を再開致します

○真栄田義晃君

只今の議事の運営の仕方は　これは那覇市の議會規則に違反すると思います　と云うのは議事規則の十条には日程が終ったら議長は散會を宣告すると云う条項がのっております　我々が今回の議會で審議すべき日程と云うのは　ここにプリントされて出されている分丈であります　これが終ったときには議長は散會を宣告すべきであります

○議長（泉正重君）

緊急動議が出ましたときには議長はそれを各位に諮らなければなりません　諮った結果多数でありますのでその意見に從って會期は延長致しました　本日はこれをもって散會致します

（傍聴席騒然）

（午后三時五分　散會）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	赤嶺慎英
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	
  	
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	大山盛幸
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	水道課長
  	東江誠忠
 







一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、会議録署名人

一九五七年六月拾八日

七番　渡口政行

一三番　玉那覇有義

一九五七年六月十八日

議長　泉正重





一九五七年四月二日　午前十一時十三分　開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十八人　欠席二人　大山盛幸　赤嶺慎英議員の二人であります　よって議會は成立致しております

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今から本日の會議を開きます　同時に私から皆さんに御諒解を得たい事があります

金曜日に八番議員（渡口麗秀君）から緊急動議がありまして　會期を四日間延長致したのでありますが　動議の採択について疑義があります　つまり二通りの解釈が為される　現実に提案されたものでなければ會期延長の請求権がないと云う説と　それを予告する事によって會期延長の動議が成立つのだと云う両方の説がありまして　議長その疑義を未だに解決出来ないでおります　從いまして私はこの問題を消極的に解釈致しまして　未だにこの疑義を持っていながら議會を運営して行くと云う事は結果に於いて宜敷くない　斯う云う見解を持っておりますので折角十八名の議員による決議案第一号が事務局には提出致されましたが議長はこの上程を拒否申上げると同時に本日をもって今期議會を閉會致します

（「そんな馬鹿な」と呼ぶ者あり）（議場騒然）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

尚閉會に當つて市長の挨拶がございます

（議場騒然）

○市長（瀬長亀次郎君）

議長の権限でこの會議が閉會された事を宣言されております　瀬長市長はこの嚴肅なる事実を認めます　だがこれが適法であるか適法でないかと云う事は時間と空間と人間の集団によって構成される法律が公正に裁くであろう　十七、八名の絶対多数だと云う行掛りをもって万一時間と空間と人間の集団によって出来上った法律によって十一万市民の考えを無視するような事があるとするならば全世界の民主勢力はこれを破砕するであろう

（拍手）

瀬長亀次郎は一マチヤグワーの主人ではありません十一万那覇市民の代表である

（そうだ」と呼ぶ者あり）（拍手）

如何なる不正と不義に対して万一日和見主義になりこの市長が不義と思い　不正と思う事に対して頭を下げる事であるならば十一万市民を不義と不正の大海に没入させる事になる　余はこれを拒否する（拍手）

三十名の議員は良識をもっている事を未だに私は確信致します　この良識は将来十一万那覇市民の福祉の為に盡して貰う事であることも確信致します

私は去る土曜日の市民集會に於ても三ヶ月間に亘る不正な干渉と抑圧に対する分析を致しました　そして毎月それを讀ける積りであります

今議長が明確にこの延期された會議が法的に違法であるか違法でないかと云う事は疑問であり疑問の余地を残してこれを進めるとするならば更に不法を重ねる　これを避ける為に閉會を宣言された事は私は正しいと思う　所が今冒頭に申上げたようにこれが不法であるか不法でないかは三度申上げるが時間と空間と人間の集団によって出来上った法律でもって裁かれるであろう　私は皆さんと共に確信に満ちて去る臨時議會で皆様に宣言した施政方針をたじろぐ事なく勇気をもって那覇市民と共に遂行する事をお誓い申上げます（拍手）更に如何なる銃弾が飛ぼうが異民族の銃口が瀬長の胸に擬されようが断乎としてこれを粉砕する力は那覇十一万市民にあることを確信申上げて本會期の閉會に當り市長の挨拶を終ります

御苦労様でした（拍手）




（午前十一時十八分　閉會）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	辺野喜英興
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	備瀬知良
 







一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	大山盛幸
  	議員
  	赤嶺慎英
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	水道課長
  	東江誠忠
 







一、亊務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、会議録署名人

一九五七年六月十八日

廿七番　渡口政行

一三番　玉那覇有義

一九五七年六月十八日

議長　泉正重
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